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（45）1066

は
じ
め
に

大
須
賀
筠
軒
は
、
磐
城
平
の
人
で
、
神
林
復
所
の
次
男
で
あ
る
。
名
は
履
。

字
は
子
泰
。
通
称
次
郎
。
別
号
に
鷗
渚
、
舟
門
。
昌
平
黌
で
同
郷
の
先
輩
で
あ

る
安
積
艮
斎
に
師
事
し
た
。
江
戸
か
ら
帰
郷
の
後
、
平
藩
の
藩
校
佑
賢
堂
の
頭

取
と
な
っ
た
碩
学
鴻
儒
で
あ
る
。
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
生
ま
れ
で
、
大

正
元
年
（
一
九
一
二
）
に
没
し
た
。
詩
文
書
画
も
能
く
し
た
。
維
新
後
は
福
島

師
範
学
校
、
第
二
高
等
学
校
（
現
東
北
大
学
）
で
教
鞭
を
執
っ
た
。

瀧
川
君
山
は
、
第
二
高
等
学
校
で
、
筠
軒
と
同
僚
で
あ
っ
た
一
時
期
が
あ
り
、

以
来
筠
軒
が
木
に
就
く
ま
で
交
わ
り
を
訂
し
た
。
君
山
は
出
雲
国
島
根
郡
士
族

瀧
川
杢
之
丞
の
長
男
。
東
京
大
学
古
典
講
習
科
卒
。
第
二
高
等
学
校
教
授
。
後

に
大
東
文
化
学
院
教
授
。
君
山
は
そ
の
号
で
、
字
は
資
言
、
諱
は
龜
太
郎
。
慶

應
元
年
（
一
八
六
五
）
年
生
ま
れ
、
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
）
没
。
畢
生
の

大
著
『
史
記
會
註
考
証
』
は
日
本
の
み
な
ら
ず
、
中
国
、
台
湾
で
も
重
視
さ
れ

る
近
代
『
史
記
』
学
の
素
地
を
な
す
不
滅
の
業
績
で
あ
る
。

本
稿
で
は
い
わ
き
市
勿
来
関
文
学
歴
史
館
所
蔵
の
大
須
賀
筠
軒
宛
瀧
川
君
山

書
簡
を
、
写
真
を
掲
げ
て
、
解
読
し
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
考
証
す
る
こ
と
を

通
し
て
、
詩
文
の
み
な
ら
ず
、
南
画
に
つ
い
て
も
実
作
と
画
論
と
を
數
多
く
遺

し
た
筠
軒
と
『
史
記
』
や
『
論
語
』『
孟
子
』
の
研
究
で
傑
出
し
た
業
績
を
遺

し
た
君
山
と
が
、「
近
代
」
的
な
文
学
者
、
画
家
と
し
て
の
概
念
を
超
越
し
て
、

両
者
と
も
経
史
子
集
を
貫
く
鬱
然
た
る
学
識
を
備
え
た
人
物
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
よ
う
と
す
る
。
筠
軒
は
藩
校
の
督
学
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
押
し
も
押
さ

れ
も
せ
ぬ
一
流
の
漢
学
者
で
あ
る
、
君
山
も
『
史
記
會
註
考
証
』
を
遺
す
だ
け

あ
っ
て
、
近
代
最
高
の
中
国
歴
史
学
者
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
詩
文
に
も
造

詣
が
深
か
っ
た
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
詩
文
書
画
へ
の
造
詣
の
深
さ
を
、
後
者

に
つ
い
て
も
経
学
史
学
に
造
詣
が
深
か
っ
た
と
同
時
に
、
中
国
の
詩
詞
に
も
通

暁
し
て
い
た
こ
と
を
書
簡
の
精
読
を
通
し
て
浮
か
び
上
が
ら
せ
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
筠
軒
と
君
山
と
の
存
在
と
遺
さ
れ
た
文
業
と
が
、
儒
者
と
し
て
の

「
近
代
的
」
範
疇
を
粉
砕
し
、
歴
史
学
者
と
し
て
の
「
近
代
的
」
概
念
を
大
き

大
須
賀
筠
軒
と
瀧
川
君
山
と
の
交
遊

│
│
忘
れ
ら
れ
た
日
本
近
代
文
学
│
│

池

澤

一

郎
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く
逸
脱
し
つ
つ
も
、
紛
れ
も
な
い
「
文
学
者
」
と
「
文
学
」
と
で
あ
っ
た
こ
と

を
髣
髴
と
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
産
官
学
連
携
の
流
れ
に
支
配
さ
れ
る
中
で
、
空
疎
な
実
利

一
点
ば
り
の
風
潮
が
人
文
科
学
を
も
骨
抜
き
に
し
て
い
る
。
活
字
の
み
な
ら
ず
、

く
ず
し
字
や
草
書
の
文
献
を
一
字
一
字
丁
寧
に
読
み
解
く
と
い
う
愚
直
な
研
究

姿
勢
を
嘲
笑
し
、
何
か
他
に
も
っ
と
高
級
な
研
究
課
題
で
も
あ
る
か
の
よ
う
な

錯
覚
に
躍
ら
さ
れ
る
研
究
者
が
い
か
に
多
い
こ
と
か
。
日
本
、
中
国
の
古
典
学

な
ど
は
、
そ
の
有
力
な
担
い
手
が
「
わ
れ
わ
れ
は
絶
滅
危
惧
種
で
あ
る
」
と
標

榜
す
る
ほ
ど
に
危
機
的
状
況
に
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
現
状
を
か
こ
つ
者
か
ら
し

て
、
真
摯
な
学
術
的
姿
勢
を
放
擲
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
有
名
無
実
の
経
済
の

発
展
に
荷
担
す
る
か
の
ご
と
く
、
草
書
で
し
た
た
め
ら
れ
た
白
文
の
漢
詩
文
な

ど
に
は
目
も
く
れ
ず
、
活
字
の
テ
キ
ス
ト
の
み
を
北
京
音
で
直
読
し
て
、
日
本

語
の
基
礎
を
為
す
「
訓
読
」「
訓
訳
」
を
否
定
す
る
傾
向
に
あ
る
。
本
稿
は
そ

の
よ
う
な
支
配
的
風
潮
に
疑
念
を
呈
し
、
く
ず
し
字
や
草
書
、
日
本
人
の
手
に

成
る
漢
詩
文
を
一
字
一
字
丁
寧
に
読
む
こ
と
を
通
し
て
明
治
期
の
知
識
人
間
の

交
遊
に
お
け
る
豊
饒
な
る
精
神
世
界
を
開
示
す
る
た
め
の
試
み
と
し
た
い
。
そ

の
こ
と
を
通
し
て
、
欧
米
か
ら
導
入
さ
れ
た
学
問
体
系
に
お
け
る
專
門
の
細
分

化
と
各
国
文
学
の
「
純
粋
主
義
」
と
が
、
極
端
に
歪
曲
し
、
葬
り
去
っ
て
し
ま
っ

た
も
の
が
如
何
に
貴
重
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
垣
間
見
て
、
そ
う
し
た
精
神
世

界
の
恢
復
を
祈
念
す
る
も
の
で
あ
る
。「
純
粋
主
義
」
と
い
う
の
は
、
外
国
文

学
の
研
究
者
が
、
一
外
国
の
出
身
者
が
そ
の
言
語
で
綴
っ
た
書
籍
し
か
読
ま
ず
、

そ
の
国
の
言
語
で
し
か
会
話
を
せ
ず
、
そ
の
国
の
言
語
を
し
か
書
き
綴
ら
な
い

と
い
う
姿
勢
を
言
う
が
、
そ
れ
を
な
し
う
る
能
力
を
備
え
た
日
本
人
の
外
国
文

学
研
究
者
は
絶
無
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
僅
少
で
あ
り
、
せ
い
ぜ
い
、
会
話
が
可
能

な
レ
ベ
ル
が
大
半
で
あ
り
、
よ
く
て
翻
訳
を
介
さ
ず
に
そ
の
国
の
言
語
で
綴
ら

れ
た
書
籍
が
読
め
る
程
度
に
止
ま
る
。
中
国
文
学
で
い
え
ば
、
日
本
人
や
韓
国

人
、
ベ
ト
ナ
ム
人
と
い
う
漢
字
文
化
圏
に
属
し
た
諸
国
の
人
士
が
書
き
綴
っ
た

文
章
を
、
蘇
軾
、
欧
陽
脩
、
魯
迅
、
巴
金
に
比
し
て
、
亜
流
と
し
て
貶
め
て
、

一
顧
す
ら
し
な
い
こ
と
も
う
一
つ
の
「
純
粋
主
義
」
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

純
粋
主
義
を
奉
ず
る
彼
等
は
、
音
声
機
器
や
ネ
イ
テ
ィ
ブ
と
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な

交
流
を
後
ろ
盾
に
、
会
話
な
ら
ば
そ
れ
を
可
能
と
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
文
言
文

（
中
国
古
典
語
、
い
わ
ゆ
る
漢
文
）
を
書
き
綴
る
能
力
に
つ
い
て
は
、
甚
だ
お

ぼ
つ
か
な
い
。
甚
だ
し
き
に
至
っ
て
は
、
漢
文
（
白
文
）
に
句
読
す
ら
切
れ
な

い
中
国
語
教
員
す
ら
少
な
く
な
い
と
い
う
の
が
、
現
状
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う

な
純
粋
主
義
的
立
場
か
ら
は
、
本
稿
で
見
る
よ
う
な
漢
学
者
の
詩
文
や
候
文
と

い
う
の
は
、
歯
牙
に
も
か
け
ぬ
こ
と
が
常
態
と
な
っ
て
い
る
。
翻
っ
て
、
日
本

文
学
研
究
者
に
つ
い
て
見
て
も
、
彼
等
は
平
安
朝
の
仮
名
文
字
文
学
、
和
歌
文

学
こ
そ
が
日
本
古
典
文
学
で
あ
る
と
い
う
、
も
う
一
つ
の
別
種
の
純
粋
主
義
に

呪
縛
さ
れ
て
、
嵯
峨
天
皇
や
菅
原
道
真
と
い
っ
た
『
源
氏
物
語
』
研
究
に
資
す

る
こ
と
大
な
る
平
安
朝
漢
詩
文
を
一
顧
だ
に
す
ら
し
な
い
。
紫
式
部
が
『
史
記
』

や
『
白
氏
文
集
』
に
通
暁
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
な
ど
、
知
っ
て
も
知
ら
ぬ
ふ

り
を
す
る
こ
と
と
な
る
。
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一
、
明
治
四
十
五
年
五
月
八
日
付
、
大
須
賀
筠
軒
宛
瀧
川
君

　
　
山
書
簡
と
君
山
「
猗
猗
處
吟
稿
序
」

明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
五
月
八
日
に
、
翌
年
の
夏
に
逝
去
す
る
最
晩

年
の
筠
軒
に
宛
て
ら
れ
た
書
簡
を
写
真
と
と
も
に
原
文
に
も
見
え
る
読
点
を
そ

の
ま
ま
に
適
宜
句
読
点
を
添
え
て
翻
字
し
よ
う
。
本
書
簡
は
、
近
代
韻
文
研
究

の
俊
秀
田
部
知
季
氏
が
、
い
わ
き
市
勿
来
関
文
学
歴
史
館
の
依
嘱
を
受
け
て
整

理
考
証
さ
れ
た
膨
大
な
文
献
の
中
の
一
点
で
あ
り
、
館
の
公
開
の
許
可
を
得
て

示
す
も
の
で
あ
る
。
以
下
に
見
る
五
つ
の
書
簡
の
書
裁
年
次
を
明
治
四
十
五
年

と
考
証
し
た
の
も
田
部
氏
で
あ
る
。
各
書
簡
の
封
筒
に
捺
さ
れ
た
消
印
に
も
そ

れ
は
確
認
さ
れ
る
。

〇
明
治
四
十
五
年
五
月
八
日
付
筠
軒
宛
君
山
書
簡

「
図
一
」

「
此
頃
ハ
態
〻
珍
味
澤
山
御
贈
被
下
、

香
色
或
過
品
川
之
産
候
と

賞
玩
罷
在
候
。
篤
く
御
禮
申
上
候
。

却
説
先
日
參
上
仕
候
節
、
拝
見

い
た
し
候
文
集
第
一
編
の
中
ニ

こ
れ
ま
で
人
口
ニ
膾
炙
し
た
る
牛

蠱
行
夜
佇
立
等
の
諸
篇
見

当
不
申
、
尤
今
日
之
學
徳
に
て
ハ
、

老
蒼
の
氣
ニ
乏
し
き
か
と
の
思
召

有
之
候
て
、
御
廢
棄
被
遊
候
か
と
も

存
候
へ
と
も
、
少
壯
之
時
ハ
少
壯
の
詩
あ
り
、

老
成
の
時
に
ハ
老
成
の
作
あ
り
。
少
壯

の
時
、
不
能
作
老
成
之
詩
、
老
成

之
人
、
亦
不
能
作
少
壯
之
詩
、
思
ハ

時
ニ
順
シ
タ
ガ
ヒて

遷
り
、
詞
ハ
年
ニ
因
て
変
る
、

是
れ
詩
の
史
た
る
所
以
な
り
。
鄭
谷

の
詩
の
喜
ふ
へ
き
も
の
獨
り
鷓
鴣
の
み

な
ら
む
や
。
楊
巨
源
の
作
、
楊
柳
に
止
ま

ら
ず
。
白
居
易
の
野
火
吹
不
盡
、
春
風

吹
又
生
ハ
顧
況
ニ
初
め
て
見
え
し

時
、
驚
嘆
せ
し
め
た
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
れ
と
も

長
慶
集
中
に
在
り
て
ハ
、
竹
頭

木
屑
耳
。
尚
存
録
不
棄
、
昔
人

豈
我
師
な
ら
ず
や
。
大
江
戸
を
驚

か
し
、
河
北
を
動
か
し
た
る
此
れ
等

の
詩
を
御
集
中
ニ
存
録
せ
ざ
る
ハ
、

心
外
の
事
ニ
存
せ
ら
れ
候
。
御
一
考

煩
は
し
度
候
。
い
つ
れ
其
中
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參
上
、
萬（可仕
候
。）
可
申
上
候
へ
と
も
、
公
私
多
忙
、
心
身

無
暇
以
書
中
申
上
候
。
順
時

爲
斯
文
千
萬
保
攝
。
頓
首
。

五
月
八
日
夜
龜
太
郎

筠
軒
先
生

侍
史
」

右
の
書
簡
中
、
筠
軒
の
「
牛
蠱
行
」
と
「
夜
佇
立
」
と
い
う
漢
詩
作
品
が
、

若
き
日
に
人
口
に
膾
炙
す
る
ほ
ど
評
判
を
と
っ
た
名
作
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

筠
軒
の
漢
詩
集
の
稿
本
に
採
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
瀧
川
が
殘
念
に
思
う
と

の
く
だ
り
が
あ
る
。
こ
の
く
だ
り
は
こ
の
手
紙
が
執
筆
さ
れ
た
明
治
の
末
か
ら

遡
る
こ
と
お
よ
そ
十
年
の
、
次
の
瀧
川
の
漢
文
の
序
に
も
す
で
に
見
え
て
い
た
。

そ
の
序
文
「
猗
猗
處
吟
稿
序
」（『
筠
軒
詩
鈔
』
巻
一
）
を
見
て
お
き
た
い
。

乙
酉
之
夏
、
余
遊
仙
臺
。
與
諸
友
飲
於
一
樓
。
酒
酣
、
客
有
歌
牛
蠱
行
者
。

其
結
末
曰
、
椓
釘
響
絶
夜
闃
寂
、
老
梟
一
聲
山
月
青
。
余
喜
之
。
問
誰
作
。

客
曰
、
是
磐
城
平
人
神
林
筠
軒
所
賦
。
筠
軒
慶
應
中
、
載
筆
遊
此
地
。
時

年
尚
弱
冠
。
才
華
爛
發
、
奇
思
坌
湧
。
把
筆
頃
刻
數
百
言
。
大
槻
磐
溪
主

藩
學
養
賢
堂
。
一
見
激
賞
曰
、
奇
才
。
奇
才
。
他
日
必
名
于
家
。
余
由
是

知
東
北
有
筠
軒
氏
者
矣
。
後
十
餘
年
。
余
奉
職
於
仙
臺
第
二
高
等
學
校
。

同
僚
大
須
賀
翁
。
能
詩
。
亦
號
筠
軒
。
年
齒
五
十
六
七
。
顔
丹
頭
童
。
白

髯
毿
毿
然
。
語
帯
北
音
。
余
疑
其
爲
神
林
氏
。
嘗
試
問
曰
、
君
豈
非
賦
牛

蠱
行
者
乎
。
翁
笑
曰
、
是
余
年
少
弄
筆
者
、
何
足
道
乎
。
因
示
其
所
著
猗

〻
處
吟
稿
。
且
使
叙
之
。
繙
而
讀
之
。
或
古
澹
閒
雅
、
或
沈
鬱
渾
厚
。
出

入
陶
謝
韋
柳
之
間
。
余
於
是
知
磐
渓
不
我
欺
也
。
翁
僑
居
土
樋
。
廣
瀬
川

流
於
其
下
。
色
曳
素
練
。
聲
鳴
佩
環
。
愛
宕
之
山
横
于
其
前
。
紫
嵐
翠
烟
、

時
來
入
戸
牖
之
中
。
翁
日
夕
居
此
。
超
然
高
擧
。
悠
然
遠
思
。
時
揮
筆
以

賦
、
詩
情
文
思
、
與
天
地
造
化
融
會
混
同
。
其
作
之
可
傳
者
。
將
不
止
於

此
矣
。
惜
夫
磐
溪
已
逝
。
不
能
見
也
。

明
治
戊
戌
十
二
月

辱
交
瀧
川
資
言
識
。

乙
酉
（
明
治
十
八
年
・
一
八
八
五
）
の
夏
、
余
仙
台
に
遊
ぶ
。
諸
友
と
一

楼
に
飲
す
。
酒
酣
は
に
し
て
、
客
に
「
牛
蠱
行
」
を
歌
ふ
者
有
り
。
其
の

結
末
に
曰
く
、
釘
を
椓
つ
の
響
き
絶
え
て
夜
闃
寂
、
老
梟
一
声
山
月
青
し
。

余
之
を
喜こ
の

み
て
誰
れ
の
作
な
る
か
を
問
ふ
。客
曰
く
、「
是
れ
磐
城
平
の
人
、

神
林
筠
軒
の
賦
す
る
所
な
り
。
筠
軒
、
慶
応
中
、
筆
を
載
せ
て
此
の
地
に

遊
ぶ
。
時
に
年
尚
ほ
弱
冠
、
才
華
爛
発
し
、
奇
思
坌ふ
ん

湧ゆ
う

す
。
筆
を
把
れ
ば

頃
刻
に
し
て
数
百
言
な
り
。
大
槻
磐
溪
藩
学
養
賢
堂
を
主
つ
か
さ
どる
。
一
見
し
て

激
賞
し
て
曰
く
、
奇
才
な
り
。
奇
才
な
り
。
他
日
必
ず
家
に
名
あ
ら
し
め

ん
、
と
。
余
是
れ
由
り
東
北
に
筠
軒
氏
有
る
を
知
る
者
な
り
矣
。
後
十
餘

年
に
し
て
、
余
職
を
仙
台
第
二
高
等
学
校
に
奉
ず
。
同
僚
の
大
須
賀
翁
、

詩
を
能
く
す
。
亦
た
筠
軒
と
号
す
。
年
齒
五
十
六
、
七
。
顔
丹あ
か

く
頭
童
た

り
。
白
髯
毿さ
ん

毿さ
ん

然
た
り
。
語
は
北
音
を
帯
ぶ
。
余
、
其
の
神
林
氏
為
る
か

と
疑
ふ
。
嘗
つ
て
試
み
に
問
ふ
て
曰
く
、
君
豈
に
牛
蠱
行
を
賦
せ
し
者
な

ら
ん
乎
。
翁
笑
ひ
て
曰
く
、
是
れ
余
年
少
く
し
て
筆
を
弄
す
る
者
、
何
ぞ

道い

ふ
に
足
ら
ん
乎
。
因
り
て
其
の
著
は
す
所
の
猗
〻
処
吟
稿
を
示
す
。
且

つ
之
に
叙
せ
し
む
。
繙
き
て
之
を
読
む
。
或
は
古
澹
閒
雅
、
或
は
沈
鬱
渾
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厚
。
陶
謝
韋
柳
の
間
に
出
入
す
。
余
是
に
於
い
て
磐
渓
の
我
を
欺
か
ざ
る

を
知
る
な
り
。
翁
、
土
樋
に
僑
居
す
。
広
瀬
川
、
其
の
下
を
流
る
。
色
は

素
練
を
曳
き
、
声
は
佩
環
を
鳴
ら
す
。
愛
宕
の
山
、
其
の
前
に
横
た
は
る
。

紫
嵐
翠
烟
、
時
に
来
り
て
戸
牖
の
中
に
入
る
。
翁
日
夕
此
に
居
り
、
超
然

と
し
て
高
挙
す
。
悠
然
と
し
て
遠
く
思
ひ
、
時
に
筆
を
揮
ひ
て
以
て
賦
す
。

詩
情
文
思
、
天
地
造
化
と
融
会
混
同
す
。
其
の
作
の
伝
ふ
可
き
者
、
将
に

此
に
止
ま
ら
ざ
ら
ん
と
す
矣
。
惜
し
い
夫か
な

、
磐
溪
已
に
逝
き
て
、
見
る
能

は
ざ
る
な
り
。

明
治
戊
戌
（
三
一
・
一
八
九
八
）
十
二
月

辱
交
瀧
川
資
言
識し
る

す
。

瀧
川
は
書
簡
の
中
で
、
唐
の
詩
人
の
中
で
評
判
を
と
っ
た
作
品
以
外
に
も
名

作
が
あ
る
こ
と
を
い
い
な
が
ら
も
、
や
は
り
評
判
を
と
っ
た
作
品
は
後
世
に
伝

え
る
べ
き
こ
と
を
言
う
。

君
山
が
言
及
す
る
唐
詩
を
引
用
、
訓
読
し
て
お
く
。
初
め
は
鄭
谷
の
詩
。
こ

の
詩
の
評
判
が
高
く
、
鄭
谷
は
鄭
鷓
鴣
と
ま
で
呼
ば
れ
た
。
日
本
で
は
初
期
俳

諧
の
神
野
忠
知
が
「
白
炭
や
や
か
ぬ
昔
の
雪
の
枝
」
と
い
う
句
を
喧
伝
さ
れ
て
、

「
白
炭
の
忠
知
」
と
呼
ば
れ
た
類
い
と
見
な
せ
る
。

晩
唐
、
鄭
谷
「
鷓
鴣
」

暖
戲
煙
蕪
錦
翼
齊　
　

暖
に
煙
蕪
に
戯
れ
錦
翼
斉
し

品
流
應
得
近
山
雞　
　

品
流
す
れ
ば
応
に
山
鶏
に
近
き
を
得
べ
し

雨
昏
青
草
湖
邊
過　
　

雨
は
青
草
湖
辺
に
昏
く
し
て
過
ぎ

花
落
黃
陵
廟
裡
啼　
　

花
は
黄
陵
廟
裡
に
落
ち
て
啼
く

遊
子
乍
聞
征
袖
濕　
　

遊
子
乍た
ち
まち
聞
い
て
征
袖
湿う
る
ほひ

佳
人
纔
唱
翠
眉
低　
　

佳
人
纔わ
づ

か
に
唱
う
て
翠
眉
低た

る

相
呼
相
應
湘
江
闊　
　

相
ひ
呼
べ
ば
相
ひ
応
ず
湘
江
闊ひ
ろ

く

苦
竹
叢
深
日
向
西　
　

苦
竹
叢
深
く
し
て
日
は
西
に
向
ふ

次
は
楊
巨
源
の
「
楊
柳
」
の
作
だ
が
、
瀧
川
は
こ
れ
以
外
に
も
名
作
は
あ
る

と
す
る
。

楊
巨
源
「
折
楊
柳
」

水
邊
楊
柳
麹
塵
絲

水
辺
の
楊
柳
麹
塵
の
糸

立
馬
煩
君
折
一
枝

馬
を
立
て
て
君
を
煩
し
て
一
枝
を
折
ら
し
む

惟
有
春
風
最
相
惜

惟
だ
春
風
の
最
も
相
ひ
惜
し
む
有
り
て

殷
勤
更
向
手
中
吹

慇
勤
に
更
に
手
中
に
向
い
て
吹
く

次
は
第
三
句
を
瀧
川
が
誤
っ
て
、「
野
火
吹
不
盡
」
と
し
た
句
を
含
む
白
居

易
の
詩
で
あ
る
。

白
居
易
「
賦
得
古
原
草
送
別
」

離
離
原
上
草

離
離
た
り
原
上
の
草

一
歳
一
枯
榮

一
歳
に
一
た
び
枯
栄
す

野
火
焼
不
盡

野
火
焼
き
尽
さ
ず

春
風
吹
又
生

春
風
吹
い
て
又
た
生
ず

遠
芳
侵
古
道

遠
芳
古
道
を
侵
し

晴
翠
接
荒
城

晴
翠
荒
城
に
接
す

又
送
王
孫
去

又
た
王
孫
を
送
り
去
り

萋
萋
満
別
情

萋
萋
と
し
て
別
情
満
つ

一
句
目
の
「
離
離
」
が
草
木
の
生
い
茂
る
さ
ま
を
指
す
擬
態
語
。
最
終
句
の
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「
萋
萋
」
も
同
じ
よ
う
な
意
味
で
、
同
時
に
胸
の
中
に
屈
託
が
一
杯
に
な
る
様

も
暗
示
し
て
い
る
。

最
後
の
白
詩
に
は
君
山
の
覚
え
違
い
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
あ
げ
つ
ら
う
の
は

当
た
ら
な
い
。
君
山
は
恐
ら
く
何
も
見
ず
に
、
日
頃
愛
誦
す
る
漢
詩
を
思
い
出

す
ま
ま
に
手
紙
に
書
き
付
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
論
孟
の
注
釈
や
『
史
記
會

註
考
証
』
で
知
ら
れ
る
君
山
で
あ
り
、
未
だ
そ
の
手
に
係
る
漢
詩
を
見
る
に
及

ん
で
い
な
い
が
、
恐
ら
く
少
な
か
ら
ぬ
詩
作
が
存
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

経
学
史
学
で
著
名
な
学
者
で
あ
っ
て
も
、
詩
詞
を
閒
却
し
な
い
と
い
う
の
が
、

現
在
は
喪
わ
れ
た
過
去
の
中
国
学
者
の
姿
勢
で
あ
り
、
学
界
に
お
け
る
か
か
る

人
士
の
再
登
場
と
増
加
と
が
心
待
た
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
生
き
る
現
代
は
機
械

の
性
能
が
日
進
月
歩
で
あ
る
に
反
し
て
、
人
間
の
知
力
体
力
は
日
〻
減
退
し
て

お
り
、
こ
れ
は
狂
気
の
沙
汰
と
し
か
思
え
な
い
。

瀧
川
の
手
紙
や
序
文
に
言
及
さ
れ
て
い
た
「
牛
蠱
行
」
と
い
う
の
は
丑
の
刻

詣
で
を
詠
じ
た
古
詩
で
あ
り
、
手
紙
に
出
て
い
た
「
夜
佇
立
」
と
い
う
の
は
お

そ
ら
く
以
下
に
み
る
「
幽
霊
行
」
と
い
う
作
品
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
瀧

川
や
大
須
賀
の
よ
う
な
鴻
儒
碩
学
が
か
か
る
「
怪
力
乱
神
」
に
ひ
と
か
た
な
ら

ぬ
関
心
を
注
い
で
い
た
と
い
う
の
は
、
興
味
深
い
事
実
と
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
。

二
、
大
須
賀
筠
軒
「
牛
蠱
行
」「
幽
霊
行
」

　
　
│
咸
宜
園
詩
と
師
匠
艮
齋
詩
と
の
比
較
│

そ
れ
で
は
君
山
が
、
初
め
て
耳
に
し
て
か
ら
二
十
年
近
く
愛
誦
し
、
筠
軒
に

は
詩
集
に
収
載
す
べ
き
だ
と
呈
言
し
、
筠
軒
が
な
か
な
か
そ
れ
を
承
諾
し
な

か
っ
た
と
い
う
曰
く
つ
き
の
「
牛
蠱
行
」
を
次
に
見
て
行
く
こ
と
と
す
る
。
中

国
に
似
た
風
習
が
あ
る
か
ど
う
か
は
知
ら
な
い
が
、
丑
の
刻
詣
で
は
ま
さ
に
日

本
の
秘
せ
ら
れ
た
民
俗
を
詠
じ
る
も
の
で
あ
り
、
日
本
漢
詩
な
ら
で
は
の
作
と

い
え
よ
う
。
筠
軒
に
先
立
っ
て
、
日
田
咸
宜
園
の
俊
秀
、
中
島
子
玉
（
一
八
〇

一
〜
三
五
）
に
李
賀
の
作
風
に
擬
し
た
「
丑
時
咀

倣
李
長
吉
體
」（
国
立
国

会
図
書
館
本
『
中
島
米
華
稿
本
』
巻
八
、『
宜
園
百
家
詩
』
初
編
巻
三
で
は
「
牛

蠱

倣
李
長
吉
體
」
と
改
題
）
が
あ
る
。
そ
れ
に
唱
和
し
た
廣
瀬
旭
荘
（
一
八

〇
七
〜
一
八
六
三
）
の
「
和
島
子
玉
丑
時
咀
」（『
梅
墩
詩
鈔
』
初
編
巻
二
）
と

そ
れ
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
た
「
丑
時
咀
」（『
梅
墩
詩
鈔
』
初
編
巻
三
）
と

が
あ
る
。
い
ず
れ
も
子
玉
や
旭
荘
が
十
代
後
半
か
ら
二
十
代
に
か
け
て
の
詠
で

あ
る
。
先
声
を
な
し
た
の
は
中
島
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
凌
が
ん
と
し
て
旭
荘
が

続
い
て
二
首
を
詠
じ
た
こ
と
が
よ
く
分
か
る
が
、
福
島
理
子
氏
に
す
で
に
言
及

が
あ
る
）
1
（

の
で
、
そ
の
こ
と
に
は
深
入
り
し
な
い
。

戊
辰
戦
争
以
前
、
二
十
代
の
若
き
筠
軒
は
、
恐
ら
く
こ
れ
ら
先
輩
の
少
年
詩

人
た
ち
の
作
を
意
識
）
2
（

し
て
、
左
の
詩
を
詠
じ
た
。
九
州
豊
後
日
田
の
詩
人
の
作

が
福
島
の
磐
城
の
詩
人
の
耳
に
達
す
る
こ
と
を
疑
う
な
か
れ
。
廣
瀬
淡
窓
の
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『
遠
思
樓
詩
鈔
』（
天
保
八
年
刊
行
）
に
し
て
も
、
廣
瀬
旭
荘
の
『
梅
墩
詩
鈔
』

初
編
（
嘉
永
元
年
五
月
刊
）
に
し
て
も
、
大
坂
書
肆
で
版
行
さ
れ
て
、
日
本
全

国
に
流
布
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
二
人
の
廣
瀬
は
こ
の
版
行
に
よ
っ
て
一
躍
全

国
区
の
漢
詩
人
と
な
り
お
お
せ
た
。

風
俗
を
詠
じ
る
と
い
う
こ
と
で
、「
行
」
と
い
う
楽
府
題
を
し
つ
ら
え
た
の

で
あ
る
。『
筠
軒
詩
鈔
』
巻
一
『
劫
灰
殘
稿
』
に
見
え
る
。

草
木
夜
眠
水
聲
泠

草
木
夜
眠
り
て
水
声
泠
た
り

神
燈
欲
死
痩
於
星

神
燈
死
な
ん
と
欲
し
て
星
よ
り
も
痩
せ
た
り

千
年
老
杉
半
身
朽

千
年
の
老
杉
半
身
朽
ち

仄
立
古
廟
鬼
氣
腥

古
廟
に
仄
か
に
立
ち
て
鬼
気
腥な
ま
ぐ
さし

纏
素
娘
子
藍
如
面

素
き
を
纏ま
と

ふ
娘
子
藍
如
た
る
面お
も
て

頭
戴
銀
燭
手
鐵
釘

頭か
う
べに
銀
燭
を
戴
き
手
に
は
鉄
釘

長
髪
櫛
風
鬅
鬆
亂

長
髪
風
に
櫛
く
し
け
づり
て
鬅
鬆
と
し
て
乱
れ

石
壇
無
人
影
伶
仃

石
壇
人
無
く
影
伶
仃

泣
掣
鈴
索
拜
且
訴

泣
い
て
鈴
索
を
掣
し
拜
し
且
つ
訴
ふ

此
恨
不
徹
神
無
靈

此
の
恨
み
徹
せ
ず
ん
ば
神
に
霊
無
か
ら
ん

椓
釘
響
絶
夜
闃
寂

釘
を
椓
つ
響
き
は
絶
え
て
夜
闃げ
き

寂せ
き

た
り

老
梟
一
聲
山
月
青

老
梟
一
声
山
月
青
し

こ
れ
に
は
訳
を
付
け
て
見
よ
う
。

「
草
木
も
眠
る
と
い
う
夜
丑
三
つ
時
の
し
じ
ま
、
水
の
音
だ
け
が
さ
み
し
く

鳴
り
響
き
、
神
社
の
御
神
灯
の
炎
は
今
に
も
消
え
か
け
て
い
て
、
夜
空
に
瞬
く

星
よ
り
も
か
す
か
な
光
を
放
つ
。

樹
齢
千
年
に
は
成
ろ
う
と
い
う
杉
の
老
木
が
聳
え
て
い
る
が
、
そ
の
幹
は
半

ば
朽
ち
て
い
る
。
そ
の
杉
と
同
じ
よ
う
に
こ
の
神
社
の
御
廟
の
傍
ら
に
た
た
ず

む
者
が
い
る
が
、
姿
は
見
え
ず
寒
気
ば
か
り
が
流
れ
る
。

白
装
束
の
若
い
娘
が
立
っ
て
い
て
、
そ
の
顔
色
は
真
っ
青
で
あ
り
、
頭
の
前

と
左
右
と
に
は
鉄
輪
に
白
い
蠟
燭
を
立
て
て
い
て
、
手
に
は
五
寸
釘
を
握
っ
て

い
る
。

長
い
髪
は
風
に
吹
か
れ
て
お
ど
ろ
に
乱
れ
、
本
殿
の
石
段
に
は
他
に
人
影
も

な
く
、
こ
の
者
だ
け
が
悄
然
と
た
た
ず
ん
で
い
る
。

泣
き
な
が
ら
縄
を
引
い
て
鈴
を
鳴
ら
し
、
お
辞
儀
を
し
て
か
ら
何
か
訴
え
か

け
て
い
る
。
曰
く
、
こ
の
恨
み
が
晴
ら
せ
な
い
な
ら
ば
、
神
も
仏
も
な
い
も
の

を
。や

が
て
藁
人
形
を
ご
神
木
に
打
ち
つ
け
る
音
も
ぱ
っ
た
り
止
ん
で
、
あ
た
り

は
ま
た
し
じ
ま
に
包
ま
れ
て
、
夜
空
に
は
青
白
い
月
が
昇
っ
て
梟
の
鳴
き
声
が

響
き
渡
っ
た
。

瀧
川
君
山
が
二
十
歳
の
夏
に
仙
台
に
旅
し
た
お
り
に
、
そ
こ
で
の
宴
会
で

「
牛
蠱
行
」
を
歌
う
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
の
最
終
聯
を
記
憶
し
、
こ
こ
に
書
き

留
め
た
。
引
用
す
る
だ
け
で
、
一
の
評
語
も
附
さ
な
い
が
、
こ
こ
に
は
君
山
の

「
牛
蠱
行
」
に
対
す
る
好
意
的
評
価
が
託
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
丑
の
刻
参

詣
に
お
け
る
緊
張
感
、
恐
怖
感
が
最
高
潮
に
達
す
る
の
は
、
紛
れ
も
な
く
、
恨

む
相
手
の
形
代
の
藁
人
形
を
釘
で
木
に
打
ち
つ
け
、
そ
の
音
が
周
囲
に
響
き
渡
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る
そ
の
瞬
間
に
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
中
島
子
玉
の
詠
で
は
、「
金
釵
夜
椓た
た

く
も

人
の
知
る
無
く
、
天
を
仰
い
で
一
笑
す
れ
ば
瓠
犀
白
し
」
と
あ
っ
た
。「
金
釵
」

は
白
装
束
の
女
性
の
鉄
輪
で
あ
り
、「
夜
椓
」
が
釘
を
打
ち
つ
け
る
所
作
で
あ

ろ
う
。「
瓠
犀
白
し
」
と
あ
る
の
だ
か
ら
、
女
は
人
形
を
幹
に
打
ち
付
け
る
儀

式
の
後
に
呪
い
の
成
就
を
感
知
し
て
天
を
仰
い
で
に
や
り
と
白
い
歯
を
む
き
出

し
て
笑
っ
た
の
で
あ
る
。
廣
瀬
旭
荘
の
二
作
で
は
、「
冬
冬
と
し
て
樹
に
釘
う

た
ば
深
恨
徹
す
、
此
の
恨
み
を
狂
夫
は
知
る
や
否
や
」（「
和
島
子
玉
丑
時
咀
」）、

あ
る
い
は
「
鐵
釘
椓う

ち
来
り
て
蒼
崖
を
震
は
し
、
千
年
痩
杉
赤
血
殷
し
」（「
丑

時
咀
」）
と
な
っ
て
い
て
、
森
閑
た
る
丑
三
つ
の
夜
空
に
擬
音
語
「
冬
冬
」
と

し
て
「
鐵
釘
」
を
打
ち
込
む
音
が
鳴
り
響
き
「
蒼
崖
」
を
震
わ
す
さ
ま
を
詠
じ

て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
筠
軒
の
本
詩
は
、
先
行
作
と
は
異
な
り
、
そ
の
儀
式
の
一
部
始
終

を
描
写
す
る
こ
と
を
敢
え
て
避
け
て
、
す
で
に
釘
打
ち
が
終
わ
っ
て
そ
の
場
を

立
ち
去
る
白
装
束
の
娘
の
姿
が
闇
に
吸
い
込
ま
れ
た
後
の
、
冒
頭
と
同
じ
水
の

流
れ
る
音
く
ら
い
し
か
聞
こ
え
な
い
深
い
静
寂
を
詠
じ
て
終
局
と
し
、
餘
韻
嫋

嫋
た
ら
し
め
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
結
末
に
敢
え
て
最
高
潮
に
達
す
る
緊
迫

し
た
場
面
を
詠
じ
な
い
技
法
を
君
山
は
讃
え
て
い
る
こ
と
と
な
る
。

筠
軒
は
筠
軒
で
、
江
戸
で
も
流
布
し
、
仙
台
で
は
大
き
な
流
行
を
見
た
自
作

の
「
牛
蠱
行
」
を
人
生
の
掉
尾
を
飾
る
詩
集
に
は
抹
消
す
べ
き
若
書
き
に
し
て
、

か
つ
九
州
の
中
島
子
玉
や
広
瀬
旭
荘
に
先
行
作
の
あ
る
追
随
作
と
し
て
、
収
録

し
よ
う
と
は
せ
ず
に
、
こ
の
親
子
ほ
ど
年
の
離
れ
た
才
子
に
、「
少
壮
」
の
時

に
し
か
作
れ
な
い
詩
と
い
う
も
の
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
記
念
と
し
て
、
あ

る
い
は
詩
集
全
体
で
、
年
次
を
追
っ
て
の
作
風
の
変
遷
を
示
す
べ
く
、
本
詩
を

採
用
す
べ
き
だ
と
い
う
助
言
を
呈
せ
ら
る
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

老
い
て
東
北
随
一
の
儒
者
と
の
評
判
を
博
し
つ
つ
も
、
辺
幅
を
飾
ら
な
い
筠
軒

は
、
こ
の
二
十
四
歳
年
下
の
君
山
の
助
言
を
嘉
納
し
て
、
自
ら
の
詩
集
に
「
牛

蠱
行
」
を
そ
っ
と
す
べ
り
こ
ま
せ
た
の
で
あ
っ
た
。「
牛
蠱
行
」
の
す
ぐ
後
に
、

や
は
り
若
書
き
と
の
羞
恥
を
筠
軒
は
お
し
か
く
し
て
、
長
大
な
「
幽
霊
行
」
を

も
収
録
し
た
。
こ
れ
ま
た
「
怪
力
乱
神
を
語
ら
」
ざ
る
べ
き
碩
学
鴻
儒
た
る
大

須
賀
筠
軒
が
、
人
情
の
機
微
を
掬
い
上
げ
る
た
め
に
敢
え
て
詠
じ
た
作
な
の
で

あ
っ
た
。
た
だ
、
唯
一
、
左
の
「
幽
霊
行
」
着
想
の
契
機
を
な
し
た
も
の
の
先

例
と
し
て
、
大
須
賀
筠
軒
の
漢
学
の
師
匠
た
る
安
積
艮
斎
が
天
保
十
四
年
に
詠

じ
た
「
俠
客
行
」
が
あ
る
）
3
（

。
艮
斎
の
歌
う
「
俠
客
」
は
、
幕
末
の
度
重
な
る
飢

饉
の
苦
境
に
陥
っ
た
折
り
に
、
恐
ら
く
艮
斎
自
身
が
抱
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
貧

富
の
格
差
な
ど
の
社
会
矛
盾
へ
の
憤
激
が
凝
っ
て
一
丸
と
な
っ
た
存
在
で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
虚
構
さ
れ
た
架
空
の
人
物
で
は
あ
っ
た
が
、
実
在
の
国
定
忠
治
な

ど
の
弱
き
を
扶
け
強
き
を
挫
く
「
俠
客
」
の
逸
事
と
重
複
す
る
要
素
も
少
な
か

ら
ず
作
中
に
点
綴
さ
れ
て
い
て
、
虚
実
の
あ
わ
い
に
成
っ
た
諷
喩
詩
で
あ
っ
た
。

一
方
、
弟
子
の
筠
軒
の
「
幽
霊
行
」
も
ま
た
「
俠
客
」
が
異
国
か
ら
飢
饉
に
喘

ぐ
上
州
の
一
村
に
偶
然
草
鞋
の
紐
を
解
い
た
旅
人
で
あ
っ
た
の
と
揆
を
一
に
し

て
、
峻
険
を
乗
り
越
え
て
や
っ
て
き
た
「
孤
客
」
＝
孤
独
な
旅
人
で
あ
っ
た
の

で
あ
り
、
末
尾
で
幽
霊
の
口
を
か
り
て
、
明
治
維
新
後
の
日
本
の
風
俗
の
頽
廃
、

特
に
女
性
の
美
徳
の
崩
壊
を
痛
憤
す
る
の
は
、
筠
軒
自
身
で
あ
っ
て
、「
幽
霊
」

と
い
う
明
確
な
虚
構
に
よ
り
、
社
会
矛
盾
へ
の
憤
激
を
漏
ら
す
と
い
う
点
は
、
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師
匠
の
艮
齋
に
学
ぶ
こ
と
深
い
と
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
押
韻
は
韻
目
上
平

声
四
支
韻
の
一
韻
到
底
で
あ
る
。
七
十
五
句
の
長
篇
の
古
詩
を
一
韻
到
底
で
作

り
上
げ
る
こ
と
は
、
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
範
を
求
め
た
と
目
す
べ
き
師
匠

安
積
艮
斎
の
「
俠
客
行
」
も
ま
た
一
韻
到
底
の
長
篇
の
古
詩
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
五
十
六
句
か
ら
成
る
。
恐
ら
く
「
出
藍
の
誉
れ
」
を
自
ら
が
博
す
る
こ
と
が
、

師
匠
の
学
恩
に
報
い
る
こ
と
で
あ
る
と
の
確
信
が
筠
軒
に
は
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。一

韻
到
底
の
古
詩
は
全
編
を
一
気
呵
成
に
詠
じ
た
こ
と
を
髣
髴
と
さ
せ
る
が
、

内
容
は
章
段
に
分
か
ち
う
る
。
１

〜
４

が
主
人
公
の
旅
人
が
幽
霊
と
遭
遇
す
る

土
地
に
足
を
踏
み
入
れ
る
プ
ロ
ロ
ー
グ
。
５

〜
14
は
旅
人
が
足
も
と
の
野
ざ
ら

し
に
気
づ
き
そ
の
生
前
に
思
い
を
巡
ら
す
段
。
15
〜
22
は
幽
霊
が
登
場
す
る
段
。

23
〜
40
は
幽
霊
が
生
前
良
家
の
令
嬢
で
あ
っ
て
、
あ
る
晩
に
盗
賊
一
味
に
襲
わ

れ
て
、
自
ら
は
誘
拐
さ
れ
て
、
賊
の
要
塞
ま
で
連
れ
て
行
か
れ
た
こ
と
を
記
す
。

41
〜
48
は
あ
わ
や
賊
の
首
魁
に
凌
辱
さ
れ
ん
と
し
て
、
貞
節
を
守
り
通
す
べ
く
、

舌
か
み
切
っ
て
令
嬢
が
果
て
る
ま
で
で
あ
る
。
49
〜
52
は
、
う
ち
捨
て
ら
れ
た

令
嬢
の
死
骸
が
、
歳
月
と
と
も
に
風
化
し
て
白
骨
に
成
り
果
て
る
内
容
あ
る
。

53
〜
56
は
か
か
る
令
嬢
の
非
業
の
最
期
の
顛
末
を
、
主
人
公
の
旅
人
の
詞
藻

を
駆
使
し
て
永
遠
に
記
録
し
て
ほ
し
い
と
願
わ
れ
る
場
面
で
あ
る
。
師
の
艮
齋

の
「
俠
客
行
」
は
56
句
で
終
局
す
る
。
こ
れ
以
後
に
筠
軒
が
展
開
す
る
世
相
の

風
俗
へ
の
諷
刺
は
、
艮
齋
と
同
趣
向
に
甘
ん
じ
る
な
ら
ば
、
こ
こ
ま
で
の
幽
霊

の
陳
述
に
風
俗
の
頽
廃
へ
の
痛
憤
も
含
ま
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
筠
軒
は

そ
う
し
な
か
っ
た
。
57
〜
64
は
幽
霊
は
消
え
て
、
現
実
に
立
ち
返
っ
た
主
人
公

が
、
山
中
の
宵
闇
の
中
で
、
幽
霊
と
の
遭
遇
と
そ
の
貞
烈
な
る
言
辞
を
反
芻
し

て
感
涙
に
む
せ
ぶ
場
面
で
あ
る
。
65
〜
78
は
幽
霊
の
悲
壮
に
し
て
清
冽
な
言
辞

を
振
り
返
り
、
そ
の
堅
固
不
抜
の
貞
節
を
讃
え
、
明
治
維
新
以
後
の
子
女
の
風

俗
の
壊
乱
を
慨
嘆
し
、
こ
の
幽
霊
の
言
辞
を
永
遠
に
伝
え
よ
う
と
の
決
意
を
新

た
に
す
る
場
面
で
あ
る
。

「
幽
霊
行
」（『
劫
灰
殘
稿
』）

１

孤
客
一
劍
度
嶇
崎

孤
客
一
剣
嶇
崎
を
度わ
た

り

２

風
霜
透
骨
秋
凄
其

風
霜
は
骨
に
透
り
て
秋
凄せ
い

其き

た
り

３

前
途
數
里
人
烟
絶

前
途
数
里
人
烟
絶
え

４

落
日
顧
影
如
蒙
魌

落
日
影
を
顧
み
れ
ば
蒙
魌
の
如
し

５

忽
驚
髑
髏
横
脚
下

忽
ち
驚
く
髑
髏
の
脚
下
に
横
た
は
る
を

６

荒
草
若
衣
纏
殘
肢

荒
草
衣
の
若
く
し
て
残
肢
に
纏ま
と

ふ

７

肉
脱
髪
稀
眼
雙

肉
は
脱
し
髪
は
稀
に
し
て
眼
は
双
な
が
ら
く
ぼ

む

８

切
齒
仰
空
如
有
思

切
歯
空
を
仰
い
で
思
ひ
有
る
が
如
し

９

堯
耶
桀
耶
夷
耶
跖

堯
か
桀
か
夷
か
跖
か

10

不
知
賢
愚
將
妍
媸

知
ら
ず
賢
愚
と
妍け
ん

媸し

と
を

11

可
憐
生
時
最
靈
物

憐
れ
む
可
し
生
時
最
も
霊
物
な
る
を

12

無
復
蜡
人
掌
除
骴

復
た
蜡
人
の
骴
を
除
く
を
掌
つ
か
さ
どる
無
し

13

冷
雲
綿
羃
天
色
黒

冷
雲
綿
羃
と
し
て
天
色
黒
く

14

腷
臆
傷
心
重
蹰
踟

腷
臆
心
を
傷
ま
し
め
て
重
ね
て
蹰ち

踟ち
ゅ

す

15

一
道
腥
風
捲
雨
起

一
道
の
腥
風
雨
を
捲
き
て
起
こ
り

16

鬼
聲
逼
人
啾
〻
悲

鬼
声
人
に
逼
り
て
啾
〻
と
し
て
悲
し
み
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17

忽
然
燃
出
一
團
燐

忽
然
と
し
て
燃
え
出
だ
す
一
団
の
燐

18

髣
髴
幽
靈
現
𦾔
姿

髣
髴
と
し
て
幽
霊
旧
姿
を
現
じ

19

玉
樓
骨
立
銀
海
眊

玉
楼
骨
立
ち
て
銀
海
眊く
ら

し

20

蒼
顔
濺
血
髪
如

蒼
顔
血
を
濺
い
で
髪

の
如
し

21

欲
語
呑
聲
先
一
哭

語
ら
ん
と
欲
し
て
声
を
呑
ん
で
先
づ
一
哭
す

22

呼
吸
喘
喉
繊
於
絲

呼
吸
す
れ
ば
喉
喘
ぎ
て
糸
よ
り
も
繊
し

23

泣
訴
妾
是
良
家
女

泣
い
て
訴
ふ
妾
は
是
れ
良
家
の
女む
す
め

24

養
嬌
深
閨
人
未
知

嬌
を
深
閨
に
養
は
る
ゝ
も
人
未
だ
知
ら
ず

25

自
憐
文
君
鏡
裏
影

自ひ
と

り
憐
れ
む
文
君
鏡
裏
の
影

26

両
痕
遠
山
描
繊
眉

両
痕
遠
山
繊
眉
を
描
く

27

露
濕
羅
裳
撲
螢
夕

露
は
湿
ほ
す
羅
裳
螢
を
撲
つ
の
夕
べ

28

花
映
繡
床
懐
春
時

花
は
繡
床
に
映
じ
て
春
を
懐
ふ
時

29

慧
心
解
讀
列
女
傳

慧
心
解よ

く
列
女
伝
を
読
み

30

麗
情
兼
搆
香
奩
詞

麗
情
兼
ね
て
香か

奩う

の
詞
を
搆
ふ

31

擇
婿
未
得
好
伉
儷

婿
を
択
ぶ
も
未
だ
好
伉
儷
を
得
ず

32

不
許
登
徒
登
牆
窺

登
徒
の
牆か
き

に
登
り
て
窺
ふ
を
許
さ
ず

33

一
夕
風
雨
媒
強
賊

一
夕
風
雨
強
賊
を
媒な
か
だち
し

34

白
刃
亂
入
紅
閨
帷

白
刃
乱
れ
入
る
紅
閨
帷

35

家
人
竄
匿
侍
婢
泣

家
人
竄
匿
し
侍
婢
泣
く

36

風
蝶
驚
散
櫻
桃
枝

風
蝶
驚
き
散
ず
桜
桃
の
枝

37

袖
掩
絳
脣
泣
不
得

袖
も
て
絳
脣
を
掩お
ほ

ひ
て
泣
く
こ
と
を
得
ず

38

身
在
賊
腋
暗
中
馳

身
は
賊
腋
に
在
り
て
暗
中
を
馳は

せ

39

風
吼
水
怒
不
知
處

風
は
吼
え
水
は
怒
り
て
処と
こ
ろを

知
ら
ず

40

遠
投
賊
窟
踪
誰
追

遠
く
賊
窟
に
投
じ
て
踪あ
と

誰
か
追
は
ん

41

賊
中
渠
魁
獰
如
鬼

賊
中
の
渠
魁
獰ど
う

な
る
こ
と
鬼
の
如
し

42

鳶
肩
豺
目
張
虎
髭

鳶
肩
豺
目
虎
髭
を
張
る

43

争
堪
強
要
侍
枕
席

争い
か

で
か
強
要
せ
ら
れ
て
枕
席
に
侍
す
る
に
堪
へ
ん
や

44

彈
箏
明
志
無
由
辭

箏
を
弾
じ
て
志
を
明
ら
か
に
す
る
も
辞
す
る
に
由
無
し

45

嬌
心
自
誓
秋
霜
節

嬌
心
自
か
ら
誓
ふ
秋
霜
の
節

46

肯
許
賊
羶
塵
氷
肌

肯
へ
て
賊
羶
の
氷
肌
を
塵
す
る
を
許
さ
ん
や

47

毛
惜
終
能
嚼
舌
死

毛
惜
す
終つ
ゐ

に
能
く
舌
を
嚼
み
て
死
す
る
を

48

蘭
碎
花
飛
狂
風
吹

蘭
砕
け
花
飛
ん
で
狂
風
吹
き

49

遺
憾
寒
烟
老
壑
底

遺
憾
な
り
寒
烟
壑
底
に
老
ゆ
る
を

50

満
庭
芳
詞
知
者
誰

満
庭
の
芳
詞
知
る
者
は
誰た

そ

51

日
炙
雨
淋
枯
骨
白

日
〻
雨
淋
し
く
し
て
枯
骨
白
く

52

游
魂
彳
于
迷
所
之

游
魂

彳
于
之ゆ

く
所
に
迷
ふ

53

願
君
爲
妾
記
顛
末

願
は
く
は
君
妾
の
為
に
顛
末
を
記
し

54

好
字
繼
勒
黄
絹
碑

好
字
も
て
継
い
で
勒ろ
く

す
黄
絹
の
碑

55

妾
也
雖
死
長
不
朽

妾
も
也
た
死
す
と
雖
も
長
へ
に
朽
ち
ざ
ら
ん

56

流
芳
餘
烈
千
秋
垂

芳
を
流
す
餘
烈
千
秋
に
垂
れ
ん

57

笠
檐
滴
殘
雨
聲
絶

笠
檐
滴ず
く

残
し
て
雨
声
絶
え
た
り

58

缺
月
吐
稜
山
雲
披

缺
月
稜
に
吐
き
て
山
雲
披ひ
ら

く

59

瞥
滅
幻
影
烟
耶
夢

瞥
滅
せ
る
幻
影
烟
か
夢
か

60

四
顧
蒼
茫
夜
色
奇

四
顧
す
れ
ば
蒼
茫
夜
色
奇
な
り
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61

東
海
男
子
膽
如
斗

東
海
の
男
子
膽
斗
の
如
し

62

諦
聽
始
終
毫
靡
遺

始
終
を
諦
聴
し
て
毫
も
遺わ
す

る
る
靡な

し

63

手
埋
香
骨
薦
溪
水

手
づ
か
ら
香
骨
を
埋
め
て
渓
水
を
薦す
す

む

64

感
激
奇
遇
交
涕
洟

奇
遇
に
感
激
し
て
交
〻
涕
洟
す

65

嗚
呼
生
也
貞
静
死
也
烈

嗚
呼
生
き
て
也
た
貞
静
に
し
て
死
す
る
も

也
た
烈

66

知
恥
知
義
優
男
兒

恥
を
知
り
て
義
を
知
る
や
男
児
に
優ま
さ

る

67

直
將
薄
命
博
名
節

直た
だ

ち
に
薄
命
を
将も
つ

て
名
節
を
博
す

68

愧
殺
金
屋
阿
嬌
姫

愧
殺
す
金
屋
の
阿
嬌
の
姫

69

輓
近
遺
風
掃
地
盡

輓
近
の
遺
風
地
を
掃
つ
て
尽
き

70

枉
將
貞
操
爲
愚
痴

枉ま

げ
て
貞
操
を
将
て
愚
痴
を
為
す

71

有
才
徒
能
芍
藥

才
有
る
は
徒
ら
に
芍
薬
の

を
能よ

く
す
る
の
み

72

有
色
空
弄
彤
管
貽

色
有
る
は
空
し
く
彤
管
を
弄
し
て
貽の
こ

す
の
み

73

鑽
穴
踰
牆
聯
翩
是

穴
を
鑽
し
て
牆か
き

を
踰こ

ゆ
聯
翩
と
し
て
是
な
り

74

冶
容
誨
淫
堪
嗟

冶
容
も
て
淫
を
誨お
し

ゆ
嗟

に
堪
へ
ん
や

75

咄
〻
異
事
關
風
教

咄
〻
異
事
を
風
教
に
関
は
ら
し
め

76

可
爲
幽
靈
慳
吊
詩

幽
霊
の
為
に
吊
詩
を
慳を
し

む
可
け
ん
や

77

私
擬
氷
魂
雪
魄
句

私ひ
そ

か
に
擬
す
氷
魂
雪
魄
の
句

78

表
出
英
烈
夫
人
祠

表
出
す
英
烈
夫
人
の
祠

現
代
語
訳
を
掲
げ
て
、
長
き
内
容
の
整
理
を
し
よ
う
。

「
一
刀
を
携
え
た
さ
す
ら
い
の
旅
人
が
峻
険
な
る
山
路
を
越
え
て
や
っ
て
き
た

が
、
秋
な
の
に
厳
し
い
寒
さ
で
風
の
冷
た
さ
が
骨
身
に
応
え
る
。

こ
の
旅
人
の
前
途
に
は
ど
こ
ま
で
も
人
家
の
煙
り
す
ら
立
ち
の
ぼ
ら
ず
、
夕

陽
が
傾
い
て
後
ろ
を
振
り
返
る
と
、
こ
の
者
の
影
は
あ
だ
か
も
鍾
馗
様
の
よ
う

だ
。お

も
わ
ず
た
じ
ろ
い
だ
の
は
、
足
元
に
髑
髏
が
横
た
わ
っ
て
い
た
か
ら
で
、

伸
び
放
題
の
草
木
が
衣
裳
の
よ
う
に
く
さ
り
か
け
た
骸む
く
ろに

絡
み
つ
い
て
い
る
。

骨
に
は
す
っ
か
り
肉
が
な
く
な
っ
て
い
て
、
頭
骨
に
は
髪
は
ほ
と
ん
ど
付
い

て
お
ら
ず
、
目
は
す
っ
か
り
落
ち
く
ぼ
ん
で
い
る
が
、
歯
を
食
い
し
ば
っ
て
天

上
を
仰
い
で
い
る
さ
ま
は
、
恨
み
を
含
ん
で
旅
立
っ
た
も
の
の
形
相
だ
。

生
き
て
い
る
と
き
は
、
名
君
で
あ
っ
た
か
、
悪
徳
の
王
者
で
あ
っ
た
か
、
は

た
ま
た
清
廉
潔
白
の
家
臣
で
あ
っ
た
か
、
と
ん
で
も
な
い
盗
人
で
あ
っ
た
か
思

い
巡
ら
さ
れ
る
。

利
口
な
男
で
あ
っ
た
か
、
愚
か
し
い
男
で
あ
っ
た
か
、
絶
世
の
美
女
で
あ
っ

た
か
、
二
目
と
見
ら
れ
ぬ
醜
女
で
あ
っ
た
か
と
ん
と
分
か
ら
ぬ
。

あ
あ
、
在
り
し
日
は
随
一
の
切
れ
者
で
あ
っ
た
の
に
、
今
や
こ
の
む
く
ろ
を

取
り
除
い
て
土
に
か
え
し
て
く
れ
る
蛆
や
人
足
す
ら
存
し
な
い
。

寒
気
を
伴
う
雲
が
空
一
杯
に
広
が
り
ま
る
で
天
幕
の
よ
う
に
垂
れ
込
め
る
が
、

空
は
真
っ
暗
と
な
っ
た
。
胸
の
中
は
屈
託
ば
か
り
で
ま
た
歩
を
進
め
に
く
く

な
っ
て
い
る
。

一
陣
の
腥
い
風
が
雨
を
伴
っ
て
巻
き
起
こ
り
、
幽
霊
の
声
が
わ
れ
わ
れ
に
訴

え
か
け
、
し
く
し
く
と
悲
し
む
声
が
し
た
。

突
然
ひ
と
か
た
ま
り
の
丸
い
燐
の
炎
が
燃
え
あ
が
り
、
幽
霊
は
あ
だ
か
も
生

前
は
か
く
も
あ
り
し
な
ら
ん
と
い
っ
た
昔
の
姿
を
現
じ
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。
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肩
の
あ
た
り
が
骨
ば
っ
て
い
る
者
で
、
真
っ
白
な
瞳
は
完
全
に
明
を
失
っ
て

い
た
。

青
白
い
顔
に
は
血
が
降
り
注
ぎ
、
物
語
り
を
始
め
よ
う
と
声
を
呑
ん
で
か
ら

一
た
び
大
泣
き
し
た
。

喉
か
ら
漏
れ
る
呼
気
も
吐
気
も
ゼ
イ
ゼ
イ
と
喘
い
で
絹
糸
の
よ
う
に
細
く
頼

り
無
い
。
泣
き
な
が
ら
次
の
よ
う
に
旅
人
に
訴
え
か
け
た
の
で
あ
っ
た
。

泣
き
な
が
ら
言
う
の
は
、「
あ
た
く
し
は
も
と
良
家
の
令
嬢
と
し
て
慈
し
み

育
て
ら
れ
た
が
、
自
分
の
魅
力
に
深
窓
で
磨
き
を
か
け
た
が
、
誰
に
も
気
づ
か

れ
ず
に
育
っ
た
。

自
分
一
人
で
卓
文
君
の
よ
う
な
美
女
だ
と
手
鏡
で
顔
を
見
て
思
い
込
ん
で
お

り
、
左
右
両
目
の
遠
山
の
稜
線
の
よ
う
に
く
っ
き
り
と
し
た
眉
は
、
細
長
で
美

し
く
描
い
て
も
ら
っ
た
。

夜
露
が
湿
ら
さ
れ
た
、
高
貴
な
絹
織
物
を
ま
と
っ
て
、
夕
べ
に
螢
を
捕
ま
え

よ
う
と
し
て
い
た
。
花
は
刺
繡
の
つ
い
た
寝
台
の
幕
の
傍
ら
に
生
け
ら
れ
て
い

て
、
春
の
訪
れ
を
知
る
と
人
恋
し
く
な
っ
た
。

理
解
の
よ
い
質
で
『
列
女
伝
』
を
読
み
解
き
、
女
心
を
籠
め
て
艶
詩
を
詠
じ

る
こ
と
す
ら
出
来
た
。

年
頃
に
な
っ
て
婿
を
選
ぶ
と
い
う
こ
と
と
な
っ
た
が
好
伴
侶
は
得
ら
れ
な
い

し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
奔
放
な
若
者
に
挑
ま
れ
て
も
靡
か
な
か
っ
た
。

あ
る
晩
暴
風
雨
の
音
に
紛
れ
て
わ
た
く
し
の
家
に
盗
賊
が
押
し
入
っ
て
、
白

刃
を
閃
か
し
て
わ
た
く
し
の
寝
台
に
ま
で
襲
い
か
か
っ
た
。
家
の
者
は
み
な
息

を
潜
め
、
女
中
は
泣
き
叫
ん
だ
。

風
に
翻
弄
さ
れ
る
蝴
蝶
が
桜
桃
の
枝
か
ら
逃
げ
去
る
よ
う
な
わ
た
く
し
は
袖

で
自
ら
の
脣
を
お
さ
え
た
ま
ま
泣
く
こ
と
す
ら
で
き
な
か
っ
た
。

や
が
て
我
が
身
は
ひ
た
は
し
る
盗
賊
の
小
脇
に
抱
え
ら
れ
て
、
風
や
雨
が
猛

然
と
吹
き
付
け
る
中
、
自
分
が
ど
こ
に
い
る
の
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
。
だ
い

ぶ
遠
く
の
盗
賊
の
拠
点
ま
で
連
れ
ら
れ
て
来
た
が
、
そ
の
跡
を
追
う
も
の
は
一

人
も
お
ら
な
か
っ
た
。

盗
賊
の
首
魁
は
た
け
だ
け
し
い
こ
と
鬼
畜
の
よ
う
で
あ
り
、
鳶
の
よ
う
な
怒

り
肩
で
狼
の
よ
う
に
目
が
裂
け
て
い
て
虎
の
よ
う
な
髭
を
蓄
え
て
い
た
。

こ
ん
な
も
の
に
脅
さ
れ
て
夜
と
ぎ
の
相
手
を
さ
せ
ら
れ
て
は
た
ま
っ
た
も
の

で
は
な
い
。
箏
の
琴こ
と

を
演
奏
し
て
貞
節
を
守
ろ
う
と
し
た
が
ど
う
し
て
も
拒
み

き
れ
そ
う
も
な
い
。

か
弱
き
心
に
鞭
を
打
っ
て
胸
に
死
を
決
し
て
操
を
守
ろ
う
と
誓
い
、
賊
の
汚

ら
わ
し
い
手
で
美
し
い
こ
の
肌
が
汚
さ
れ
る
の
を
許
す
つ
も
り
は
な
い
。

純
潔
を
保
た
ん
た
め
に
終
に
わ
た
し
は
舌
か
み
切
っ
て
自
裁
し
た
。
白
い
蘭

の
花
が
引
き
ち
ぎ
ら
れ
突
風
に
引
き
飛
ば
さ
れ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

寒
〻
と
し
た
靄
に
包
ま
れ
て
谷
底
に
時
を
過
ご
す
の
は
い
か
に
も
無
念
で
あ

り
、
漸
く
才
能
を
開
花
さ
せ
た
そ
の
詞
藻
は
誰
に
も
知
ら
れ
な
い
こ
と
と
な
っ

た
。日

に
さ
ら
さ
れ
雨
に
打
た
れ
て
次
第
に
わ
た
し
の
骨
は
白
き
を
増
し
、
わ
た

し
の
霊
魂
は
亡
骸
の
上
に
漂
っ
た
ま
ま
成
仏
で
き
ず
に
い
る
。

ど
う
ぞ
あ
な
た
、
わ
た
し
の
た
め
に
、
わ
た
し
の
身
を
襲
っ
た
不
幸
の
顛
末

を
書
き
留
め
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
備
え
て
い
ら
れ
る
素
晴
ら
し
い
お
言
葉
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で
わ
た
し
の
こ
と
を
碑
に
刻
ん
で
く
だ
さ
い
。

そ
う
す
れ
ば
わ
た
し
が
消
え
て
も
永
遠
に
魂
は
消
え
な
い
。
貞
節
を
守
っ
て

自
害
し
た
こ
と
も
永
久
に
伝
わ
ろ
う
。

幽
霊
が
そ
う
言
い
終
わ
っ
た
瞬
間
、
笠
の
滴
の
し
た
た
り
が
間
遠
に
な
り
や

が
て
雨
音
は
絶
え
、
雲
が
開
い
て
三
日
月
が
山
の
端
に
上
っ
た
の
が
見
え
た
。

幽
霊
の
姿
は
忽
然
と
消
え
て
雲
霧
か
夢
幻
で
あ
っ
た
か
と
わ
が
目
を
疑
っ
た
。

あ
た
り
を
見
回
す
と
青
白
く
ぼ
ー
っ
と
し
て
い
て
美
し
く
輝
い
て
い
た
。

こ
の
さ
す
ら
い
の
旅
人
は
肝
の
据
わ
っ
た
日
本
男
児
で
、
幽
霊
の
言
う
こ
と

を
一
言
一
句
聞
き
漏
ら
さ
な
か
っ
た
。

野
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
女
の
白
骨
を
埋
葬
し
て
、
谷
川
の
水
を
汲
ん
で
手
向

け
た
。
こ
の
出
会
い
に
感
激
し
て
涙
を
滂
沱
と
流
し
た
の
で
あ
る
。

あ
あ
、
こ
の
女
性
は
生
き
て
は
貞
節
を
守
り
通
し
て
壮
烈
な
死
を
遂
げ
た
。

羞
恥
を
わ
き
ま
え
正
義
を
知
る
度
合
い
は
男
子
を
も
凌
ぐ
で
あ
ろ
う
。

迷
う
こ
と
な
く
命
を
捨
て
守
節
の
美
を
伝
え
、
今
の
世
の
深
窓
の
令
嬢
た
ち

を
恥
じ
入
ら
せ
て
顔
色
無
か
ら
し
め
た
。

明
治
維
新
こ
の
方
江
戸
時
代
の
美
徳
は
地
を
払
っ
て
失
せ
て
し
ま
い
、
貞
操

な
ど
は
打
ち
捨
て
て
愚
行
を
為
し
て
い
る
。

才
あ
る
者
は
そ
の
美
貌
を
生
か
し
て
虚
言
を
弄
し
、
容
貌
の
備
わ
っ
た
者
は

そ
の
筆
で
徳
義
を
記
す
こ
と
な
ど
絶
え
て
無
い
。

不
義
密
通
な
ど
痕
を
絶
つ
こ
と
も
な
く
、
美
貌
も
て
淫
行
を
弘
め
る
風
習
も

枚
挙
に
遑
が
無
い
。

え
え
ま
ま
よ
、
か
か
る
奇
談
異
聞
を
叙
し
て
、
世
相
の
頽
廃
を
穿
た
ん
が
た

め
に
、
幽
霊
の
た
め
に
、
追
悼
詩
を
綴
る
の
に
や
ぶ
さ
か
で
は
無
い
。

そ
っ
と
氷
雪
の
よ
う
に
潔
白
な
女
性
の
魂
を
詠
じ
た
詩
句
を
な
し
、
あ
っ
ぱ

れ
す
ぐ
れ
た
こ
の
貞
女
を
祭
る
祠
の
替
わ
り
と
し
た
い
。

す
で
に
句
頭
に
附
し
た
番
号
に
従
っ
て
、
内
容
を
章
段
に
分
け
た
の
だ
が
、

師
匠
艮
齋
の
「
俠
客
行
」
と
は
撰
を
異
に
し
て
、
世
相
諷
刺
の
言
は
、
幽
霊
の

消
え
た
後
の
、
旅
人
の
述
懐
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
記
し
た
。

艮
齋
の
場
合
、
飢
饉
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
上
州
の
山
村
に
足
を
踏
み
入
れ
た

俠
客
が
、
貧
富
の
格
差
を
一
時
的
に
で
も
是
正
す
べ
く
、
金
満
家
か
ら
金
銭
を

収
奪
し
て
、
家
族
の
中
か
ら
も
陸
続
と
餓
死
者
を
出
し
て
い
る
貧
農
の
間
に
、

奪
っ
た
金
銭
を
配
分
す
る
と
い
う
展
開
で
あ
っ
た
。
艮
齋
は
、
金
満
家
を
恫
喝

し
て
金
銀
を
醵
出
さ
せ
る
に
当
た
っ
て
、
長
ド
ス
を
ふ
り
か
ざ
し
な
が
ら
恫
喝

す
る
段
で
、
世
上
の
拝
金
主
義
的
な
風
俗
の
頽
廃
を
討
つ
の
で
あ
る
。

艮
齋
の
筆
は
、
ま
ず
上
州
の
一
村
に
足
を
踏
み
入
れ
、
険
峻
に
し
て
不
吉
な

山
容
と
荒
廃
し
た
土
壌
を
描
い
た
後
に
、
悪
天
候
に
よ
り
穀
物
が
と
れ
ず
、
餓

死
者
が
路
上
に
横
た
わ
る
凄
惨
な
情
景
を
映
し
出
す
。「
客
観
的
」
描
写
が
既

に
諷
刺
へ
の
伏
線
を
な
す
。
そ
の
後
に
村
内
の
金
満
家
各
戸
を
訪
い
、
諄
諄
と

し
て
不
義
に
し
て
冨
か
つ
貴
き
状
態
を
自
覚
せ
し
め
ん
た
め
の
説
諭
を
始
め
た

の
で
あ
っ
た
。
す
で
に
拙
稿
で
「
俠
客
行
」
に
つ
い
て
は
全
文
を
引
用
、
解
釈

し
て
い
る
）
4
（

の
で
、
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
触
れ
な
い
が
、
や
は
り
師
匠
の
も
の
は
、

諷
刺
と
自
然
描
写
と
が
渾
然
一
体
と
な
っ
て
い
て
、
老
成
の
筆
に
な
る
も
の
と

し
て
、
若
き
筠
軒
の
才
華
も
一
歩
及
ば
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
同
じ
旅
人

を
叙
事
詩
に
登
場
さ
せ
て
、
艮
齋
は
旅
人
自
身
の
言
辞
の
中
に
諷
刺
を
内
包
せ
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し
め
、
筠
軒
は
旅
人
に
語
り
か
け
る
幽
霊
の
言
葉
を
さ
ら
に
旅
人
が
分
析
し
て

諷
刺
性
を
析
出
す
る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
虚
構
の
人
物
の
言
辞
は
、

と
り
も
な
お
さ
ず
、
作
者
筠
軒
と
艮
齋
の
語
り
た
い
こ
と
で
も
あ
っ
た
に
違
い

な
い
。
少
年
筠
軒
努
め
た
り
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
世
の
好
評
を
博
し
た
の
も

む
べ
な
る
か
な
で
あ
っ
た
。

漢
詩
を
和
歌
俳
諧
と
同
断
に
花
鳥
風
月
を
詠
じ
る
も
の
と
し
か
見
な
い
者
、

あ
る
い
は
白
髪
三
千
丈
式
の
誇
張
表
現
で
悲
憤
慷
慨
を
事
と
す
る
表
現
媒
体
と

し
て
し
か
見
ら
れ
な
い
者
に
は
、
か
く
韻
文
表
現
に
拠
っ
て
、
艮
齋
が
自
在
に

環
境
、
経
済
、
道
義
を
、
虚
構
の
「
俠
客
」
に
説
か
し
め
て
い
る
の
に
驚
き
を

禁
じ
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

翻
っ
て
、
そ
の
高
弟
で
あ
っ
た
大
須
賀
筠
軒
は
、
師
匠
の
か
か
る
虚
構
に
よ

る
世
相
諷
刺
の
試
み
に
感
激
し
た
が
、
現
実
と
抵
触
す
る
「
俠
客
」
を
虚
構
と

し
て
で
も
詠
じ
る
こ
と
は
出
来
ず
、
さ
ら
に
近
代
に
至
っ
て
は
そ
の
存
在
を
荒

唐
無
稽
と
さ
れ
た
「
幽
霊
」
の
言
辞
に
託
し
て
、
明
治
維
新
の
後
の
道
義
の
堕

落
を
諷
刺
す
る
に
止
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
日
本
漢
詩
文
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
は

幕
末
か
ら
明
治
中
期
に
か
け
て
。
最
高
潮
に
達
し
て
、
そ
の
後
に
ゆ
っ
た
り
と
、

戦
後
は
急
速
に
下
降
線
を
辿
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
現
状
に
肯
定
追
随
す

る
を
常
と
し
、
進
歩
史
観
に
支
配
さ
れ
た
日
本
近
代
文
学
に
お
い
て
は
、
研
究

の
対
象
外
と
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
過
去
の
文
業
を
仔
細
に

読
み
解
き
、
腐
敗
歪
曲
し
た
現
状
に
は
つ
な
が
ら
な
い
、
あ
る
い
は
現
状
を
是

正
改
善
す
る
潜
在
力
を
秘
め
た
「
忘
れ
ら
れ
」「
捨
て
ら
れ
た
」
可
能
性
の
束

と
し
て
再
評
価
す
る
こ
と
は
、
人
が
機
械
に
自
ら
の
魂
を
譲
り
渡
し
自
滅
の
道

を
辿
り
た
く
な
い
な
ら
ば
、
必
須
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
確
信
を
以
て
、
斯
界

に
再
び
目
を
向
け
る
人
士
を
誘
わ
ん
と
す
る
。

〇
明
治
四
十
五
年
六
月
二
十
七
日
付
筠
軒
宛
君
山
書
簡
。

（
図
二
）

御
腹
痛
に
て
日
〻
御
平
臥

被
遊
候
由
、
是
昨
今
不
順

之
氣
候
所
致
や
。
折
角

御
保
攝
所
祈
候
。
御
見
舞
ニ

參
上
可
仕
候
處
、
試
験

採
點
中
非
常
ニ
多
忙

何
れ
近
日
之
中
、
伺
候
可
仕
候
。

猗
〻
處
吟
稿
引
、
命
ニ

任
せ
匆
〻
妄
批
御
取
捨

可
被
下
候
。
他
在
面
晤
。

　
　
　
　
　
　
　

頓
首
。

六
月
二
十
七
日

龜
太
郎

筠
軒
先
生

右
の
書
簡
に
見
え
る
、「
猗
〻
處
吟
稿
引
」
と
い
う
の
は
、刊
本
『
筠
軒
詩
鈔
』

巻
七
に
冠
せ
ら
れ
て
い
る
筠
軒
の
「
引
」
で
あ
ろ
う
。
自
作
の
漢
文
の
批
閲
を

乞
う
な
ど
の
姿
勢
は
、
こ
の
『
猗
〻
處
吟
稿
』
に
序
を
寄
せ
た
二
十
四
歳
年
下

の
瀧
川
君
山
に
最
晩
年
の
筠
軒
が
絶
大
な
る
信
頼
を
寄
せ
て
い
た
証
左
で
あ
る
。

ま
た
君
山
も
そ
の
期
待
に
応
え
ん
と
し
て
鋭
意
努
力
し
て
い
る
様
子
が
感
得
さ
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れ
る
。
君
山
の
加
朱
の
存
す
る
筠
軒
の
草
稿
を
見

る
に
及
ん
で
い
な
い
が
、
頗
る
興
味
を
惹
く
。
こ

こ
で
は
、
そ
の
「
妄
批
」
を
「
取
捨
」
し
た
後
の

刊
本
の
「
引
」
を
読
ん
で
お
こ
う
。

　
　

余
之
移
仙
臺
。
佐
澤
香
雪
諸
子
、
新
創
詩
社

曰
白
鷗
。
永
沼
柏
堂
諸
子
、
亦
設
一
社
曰
喈

〻
。
皆
推
余
爲
盟
主
。
一
瓢
一
簞
、
談
笑
怡

然
。
相
忘
乎
風
塵
之
表
。
或
云
、
詩
宜
有
變

化
。
如
月
例
吟
會
。
其
所
對
地
與
人
常
同
。

花
月
雨
雪
之
景
。
亦
毎
年
不
異
。
況
分
韻
限

字
。
以
拘
束
其
思
。
如
是
而
求
其
詩
之
變
化
。

不
亦
難
乎
。
余
曰
、
是
一
隅
偏
見
。
非
知
詩

者
也
。
蓋
時
運
之
變
遷
、
人
意
之
移
易
。
有

日
不
同
者
。
活
機
動
處
。
雲
行
水
流
。
聲
律

雖
嚴
。
未
嘗
不
沛
然
有
餘
。
故
分
韻
限
字
。

以
専
其
思
。
或
次
或
疊
。
韻
愈
窄
則
思
愈
精
。

警
句
奇
語
。
有
時
天
來
。
非
偶
然
也
。
如
以

是
爲
拘
束
詩
思
。
是
放
言
自
暴
爾
。
豈
足
與

談
文
字
之
妙
乎
。
猗
猗
處
吟
稿
。
概
與
吟
友

同
賦
者
。
因
引
以
此
言
。
筠
叟
履
。

　
　

余
の
仙
台
に
移
る
や
、
佐
沢
香
雪
諸
子
、
新

図二
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ら
た
に
詩
社
を
創
め
て
白
鷗
と
曰
ふ
。
永
沼
柏
堂
諸
子
も
亦
た
一
社
を
設

け
て
喈
〻
と
曰
ふ
。
皆
余
を
推
し
て
盟
主
と
為
す
。
一
瓢
一
簞
、
談
笑
怡

然
と
し
て
、
風
塵
の
表
を
相
ひ
忘
る
。
或
ひ
と
云
ふ
、
詩
は
宜
し
く
変
化

す
べ
し
。
月
例
の
吟
会
の
如
き
、
其
の
変
化
す
る
所
、
其
の
対
す
る
所
の

地
と
人
と
常
に
同
じ
な
り
。
花
月
雨
雪
の
景
も
亦
た
毎
年
異
な
ら
ず
。
況

ん
や
韻
を
分
ち
て
字
を
限
り
て
、
以
て
其
の
思
ひ
を
拘
束
す
る
を
や
。
是

の
如
く
に
し
て
其
の
詩
の
変
化
せ
ん
こ
と
を
求
む
る
も
亦
た
難
か
ら
ざ
ら

ん
や
。
余
曰
く
、「
是
れ
一
隅
の
偏
見
に
し
て
、
詩
を
知
る
者
に
非
ざ
る

な
り
。
蓋
し
時
運
の
変
遷
、
人
意
の
移
易
。
日
有
り
て
同
じ
か
ら
ざ
る
者
、

活
機
動
く
処
、
雲
行
き
水
流
る
。
声
律
厳
な
り
と
雖
も
、
未
だ
嘗
て
沛
然

と
し
て
餘
り
有
る
に
非
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
故
に
韻
を
分
ち
字
を
限
り
て
、

以
て
其
の
思
ひ
を
專
ら
に
す
。
或
は
次
ぎ
或
は
畳
ぬ
。
韻
愈
〻
窄
け
れ
ば
、

則
ち
思
ひ
愈
〻
精
し
。
警
句
奇
語
、
時
有
り
て
天
来
す
る
は
、
偶
然
に
非

ざ
る
な
り
。
如
し
是
を
以
て
為
に
詩
思
を
拘
束
す
れ
ば
、
是
れ
放
言
自
暴

せ
ん
の
み
。
豈
に
与
に
文
字
の
妙
を
断
ず
る
に
足
ら
ん
や
。
猗
猗
処
吟
稿

は
、
概
ね
吟
友
と
同
に
賦
せ
し
者
な
り
。
因
り
て
引
く
に
此
の
言
を
以
て

す
。
筠
叟
履
。

〇
明
治
四
十
五
年
七
月
四
日
付
筠
軒
宛
君
山
書
簡
。

（
図
三
）（
21
）

鐵
軒
跋
文
昨
日
到
着

こ
れ
も
唯
今
加
朱
付
郵
候
。

図三
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御
腹
痛
御
輕
快
之
由
、

大
慶
之
至
候
。
大
作
及
御

は
か
き
拝
見
、
一
二
加
朱
返
上

御
取
捨
可
被
候
。
不
相
変
、
日
〻

鬱
陶
敷
、
御
切
望
、
千
萬

保
攝
。
頓
首
。
七
月
初
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　

龜
太
郎

筠
軒
先
生

〇
明
治
四
十
五
年
七
月
十
五
日
付
筠
軒
宛
君
山
書
簡

（
図
四
）（
12
）

御
手
紙
幷
御
は
か
き
拝
見
。
兎
角

不
順
之
氣
候
ニ
候
處
、
御
宿
痾

如
何
ニ
被
爲
渡
候
哉
。
御
保
攝
專
一
ニ

存
候
。
跋
文
稽
留
爲
罪
甚
大
。
御
査
取

可
被
下
候
。
此
中
入
學
試
験
採
點
中

多
忙
不
可
言
。
此
よ
り
學
校
ニ
出
掛

申
候
。

七
月
十
五
日
朝
七
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

龜
太
郎

　
　

筠
軒
先
生

右
の
書
簡
に
見
え
る
「
跋
文
」
に
該
当
す
る
も
の
は
、
に
わ
か
に
刊
本
『
筠

軒
詩
鈔
』
中
に
見
当
た
ら
な
い
が
、『
猗
〻
處
吟
稿
』
に
見
え
る
も
の
で
は
、『
詩

鈔
』
巻
八
の
後
に
添
え
ら
れ
た
「
書
題
畫
六
言
三
十
韻
後
」
が
あ
る
い
は
そ
れ

図四
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で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
詩
書
画
に
傑
出
し
て
い
た
筠
軒
へ
の
君
山
の
敬
意
が

溢
れ
出
る
文
章
で
あ
っ
て
、
か
つ
経
学
史
学
に
造
詣
の
深
か
っ
た
君
山
の
、
詩

学
も
ま
た
深
甚
で
あ
り
し
こ
と
が
感
得
さ
れ
る
も
の
な
の
で
、
こ
れ
に
も
①
〜

③
に
分
け
て
一
瞥
を
加
え
る
。

筠
軒
大
須
賀
翁
、
長
於
家
巖
一
二
歳
。
與
我
師
成
斎
重
野
先
生
相
善
。
學

問
該
博
。
詩
詞
精
絶
。
又
妙
乎
六
法
。
以
嚮
與
予
同
僚
故
。
往
來
太
密
。

屬
者
示
其
近
作
六
言
題
畫
詩
。
韻
目
送
至
陥
。
事
自
春
至
冬
。
無
慮
三
十

首
。
皆
刻
骨
鏤
心
之
作
。
非
漫
然
成
者
也
。」
①
六
言
之
詩
所
由
來
久
矣
。

古
詩
我
姑
酌
彼
金
罍
。
政
事
實
裨
益
我
。
六
月
食
鬱
及
薁
諸
句
。
蓋
其
濫

觴
。
屈
平
山
鬼
國
殤
哀
郢
遠
遊
諸
篇
。
及
楚
王
虞
兮
之
歌
。
漢
皇
大
風
之

謡
。
去
一
兮
字
。
則
概
成
六
言
。
然
未
爲
正
格
。
其
有
之
。
實
始
乎
漢
董

仲
舒
。
爾
後
作
者
閒
出
。
曹
魏
有
文
帝
曹
子
建
。
馬
晋
有
陸
士
衡
。
皆
擅

其
長
。
及
至
李
唐
。
王
摩
詰
盧
允
言
劉
文
房
諸
人
。
往
往
試
之
於
體
。
然

比
諸
君
五
七
言
甚
少
。
張
懿
孫
嘗
贈
六
言
於
皇
甫
茂
政
。
茂
政
裁
七
言
酬

之
云
。
拙
於
事
者
繁
而
費
。
洪
容
齋
集
唐
人
絶
句
。
所
得
七
言
七
千
五
百

首
。
五
言
二
千
五
百
首
。
而
六
言
則
不
満
四
十
。
蓋
字
少
句
局
。
音
節
促

急
。
古
人
亦
難
乎
措
詞
也
。
今
翁
所
賦
。
韻
極
險
。
事
極
狹
。
而
寄
託
深

遠
。
神
氣
流
動
。
無
一
雷
同
之
語
。
無
一
艱
澁
之
句
。
至
其
佳
者
。
將
駕

古
人
而
上
之
。
雖
曰
刻
骨
鏤
心
非
漫
然
成
者
。
非
筆
力
超
絶
一
世
。
安
能

至
乎
。」
②
去
年
家
嚴
齡
六
十
。
予
請
詩
文
書
畫
於
師
友
以
爲
壽
。
求
至

成
齋
先
生
。
先
生
偶
稱
翁
曰
、
地
方
達
文
藝
者
。
筠
軒
一
人
耳
。
歸
郷
之

日
。
献
所
獲
於
膝
下
。
家
嚴
展
觀
至
翁
之
筆
。
驚
歎
曰
、
東
北
豈
有
詩
畫

雙
絶
如
此
人
者
耶
。
嗚
呼
可
以
知
翁
矣
。
明
治
癸
卯
三
月
中
幹
。
出
雲
瀧

川
資
言
識
於
仙
臺
僑
居
。」
③

こ
れ
を
版
本
に
附
さ
れ
た
段
落
分
け
の
括
弧
に
従
っ
て
、
分
け
て
訓
訳

し
て
み
る
。

「
筠
軒
大
須
賀
翁
は
、
家
厳
よ
り
長
ず
る
こ
と
一
二
歳
。
我
が
師
成
斎
重

野
先
生
と
相
ひ
善
し
。
学
問
該
博
に
し
て
、
詩
詞
精
絶
。
又
た
六
法
に
妙

な
り
。
嚮
ご
ろ
予
と
同
僚
な
る
の
故
を
以
て
、
往
來
す
る
こ
と
太
は
だ
密

な
り
。
属
者
（
こ
の
ご
ろ
）
其
の
近
作
の
六
言
題
画
詩
を
示
す
。
韻
目
は

送
よ
り
陥
に
至
り
、
事
は
春
自
り
冬
に
至
る
。
無
慮
三
十
首
。
皆
な
刻
骨

鏤
心
の
作
な
り
。
漫
然
と
し
て
成
る
に
非
ざ
る
者
な
り
。」
①

瀧
川
の
師
匠
が
東
京
帝
大
教
授
で
も
あ
っ
た
重
野
成
斎
で
あ
る
こ
と
が

知
れ
る
。
こ
の
文
章
の
末
尾
で
、
重
野
も
ま
た
筠
軒
の
力
量
を
認
め
て
い

た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
経
学
、
史
学
に
通
暁
す
る
の
み
な
ら
ず
、
詩
詞
に

も
深
く
、
か
つ
画
技
に
も
長
じ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
「
六
法
に
妙
な
り
」

に
示
さ
れ
る
。
瀧
川
も
詩
学
に
深
く
、
か
つ
作
詩
の
心
得
が
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
は
、
筠
軒
の
連
作
三
十
首
の
韻
目
が
去
声
の
三
十
韻
を
去
声
一
送

韻
か
ら
去
声
三
十
陥
韻
を
す
べ
て
列
挙
し
て
い
る
こ
と
を
さ
り
げ
な
く
指

摘
す
る
こ
と
に
十
分
に
示
さ
れ
て
い
る
。
仄
音
で
押
韻
す
る
の
は
容
易
で

は
な
く
、
か
つ
去
声
の
韻
目
を
す
べ
て
使
っ
て
の
作
詩
が
尋
常
な
技
量
で

は
決
し
て
な
し
え
な
い
こ
と
を
言
外
に
称
揚
す
る
の
で
あ
る
。
次
の
一
段

で
瀧
川
の
詩
学
が
存
分
に
披
瀝
さ
れ
る
。

「
六
言
の
詩
、
由
来
す
る
所
久
し
矣
。
古
詩
は
、「
我
姑
く
彼
の
金
罍
を
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酌
む
」、「
政
事
は
実
に
我
を
裨
益
す
」、「
六
月
鬱
及
薁
を
食
ふ
」
の
諸
句
、

蓋
し
其
の
濫
觴
な
ら
ん
。
屈
平
の
「
山
鬼
」・「
國
殤
」・「
哀
郢
」・「
遠
遊
」

の
諸
篇
、
及
び
楚
王
の
「
虞
兮
」
の
歌
、
漢
皇
の
「
大
風
」
の
謡
よ
り
一

の
兮
字
を
去
れ
ば
、
則
ち
概
ね
六
言
と
成
る
。
然
れ
ど
も
未
だ
正
格
と
為

さ
ず
。
其
の
之
れ
有
る
は
、
実
に
漢
の
董
仲
舒
よ
り
始
ま
る
。
爾
後
作
者

閒
〻
出
づ
。
曹
魏
に
文
帝
曹
子
建
有
り
。
馬
晋
に
陸
士
衡
有
り
。
皆
其
の

長
を
擅
に
す
。
李
唐
の
王
摩
詰
・
盧
允
言
・
劉
文
房
の
諸
人
に
至
る
に
及

ん
で
、
往
往
に
し
て
之
を
体
に
試
む
。
然
れ
ど
も
諸
れ
を
五
七
言
に
比
ぶ

れ
ば
甚
は
だ
少
し
。
張
懿
孫
嘗
て
六
言
を
皇
甫
茂
政
に
贈
る
に
、
茂
政
七

言
を
裁
し
て
之
に
酬
ゆ
と
云
ふ
。
事
に
拙
な
る
者
、
繁
に
し
て
費
す
。
洪

容
齋
、
唐
人
の
絶
句
を
集
め
て
、
得
る
所
七
言
七
千
五
百
首
、
五
言
二
千

五
百
首
、
而
し
て
六
言
は
、
則
ち
四
十
に
満
た
ず
。
蓋
し
字
少
く
し
て
句

局
ま
り
、
音
節
促
急
す
れ
ば
な
ら
ん
。
古
人
も
亦
た
詞
を
措
く
こ
と
を
難

し
と
す
る
な
り
。

今
、
翁
の
賦
す
る
所
、
韻
極
め
て
険
な
り
。
事
極
め
て
狹
し
。
而
る
に

寄
託
深
遠
に
し
て
、
神
気
流
動
す
。
一
の
雷
同
の
語
無
く
、
一
の
艱
渋
の

句
無
し
。
其
の
佳
な
る
者
に
至
り
て
は
、
将
に
古
人
を
駕
し
て
之
に
上
ら

ん
と
す
。
刻
骨
鏤
心
に
し
て
漫
然
と
成
る
者
に
非
ず
と
雖
も
、
筆
力
の
一

世
を
超
絶
す
る
に
非
ず
ん
ば
、
安
ん
ぞ
能
く
至
ら
ん
や
。」
②

「
彼
姑
酌
金
罍
」
は
『
詩
経
』
周
南
「
巻
耳
」
の
句
、「
六
月
食
鬱
及
薁
」
は

『
詩
経
』
豳
風
「
七
月
」
の
句
で
、
四
言
を
常
と
す
る
『
詩
経
』
の
各
詩
に
あ
っ

て
、
六
言
句
が
時
に
見
え
て
い
る
の
が
六
言
詩
の
濫
觴
で
あ
る
と
す
る
。
そ
れ

が
さ
ら
に
屈
原
の
『
楚
辞
』
の
諸
篇
「
山
鬼
」「
國
殤
」「
哀
郢
」「
遠
遊
」
や

楚
の
項
羽
や
漢
の
高
祖
の
詠
に
見
え
る
七
言
句
か
ら
「
兮
」
を
除
く
と
六
言
に

な
る
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
れ
も
古
い
時
期
の
も
の
だ
が
、
過
渡
期
の
も
の
で
、

は
っ
き
り
と
六
言
詩
と
し
て
定
着
し
た
も
の
で
は
な
い
。
漢
の
董
仲
舒
を
初
発

と
し
、
六
朝
に
は
、
曹
植
、
陸
機
が
い
て
、
唐
で
は
王
維
、
盧
綸
、
劉
長
卿
の

作
が
あ
る
が
、
極
め
て
少
な
い
。
そ
の
後
に
同
じ
く
唐
の
皇
甫
冉
が
張
継
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
六
言
詩
に
七
言
詩
で
答
え
た
逸
事
な
ど
を
以
て
、
こ
の
詩
体
が
唐

人
に
と
っ
て
も
難
儀
を
極
め
た
こ
と
を
い
う
。
そ
の
後
に
唐
詩
の
絶
句
の
中
に

も
五
七
言
に
比
し
て
六
言
が
極
め
て
少
な
い
こ
と
を
言
う
が
、
こ
れ
は
南
宋
の

洪
邁
の
『
萬
首
唐
人
絶
句
』、『
容
斎
随
筆
』
に
依
拠
し
て
の
発
言
で
あ
る
。
こ

こ
で
の
瀧
川
の
議
論
も
概
ね
、
和
刻
本
も
あ
る
随
筆
詩
話
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ

う
が
、
引
用
は
行
き
届
い
た
理
解
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
て
い
て
、
瀧
川
の
持
論

と
も
見
做
せ
る
。

そ
の
後
に
「
翁
」
と
の
敬
称
を
添
え
て
筠
軒
の
六
言
の
題
画
詩
三
十
首
に
論

及
し
、
再
び
去
声
と
い
う
、
属
す
る
文
字
が
極
め
て
少
な
い
韻
目
ば
か
り
を
選

ん
で
、
韻
が
「
険
」
で
あ
る
を
い
う
。
四
季
の
山
水
の
景
観
を
詠
じ
る
の
だ
か

ら
、
単
調
に
お
ち
入
り
や
す
い
題
材
の
「
狭
」
を
い
っ
て
、
そ
れ
な
の
に
、
流

麗
か
つ
深
遠
な
る
作
ば
か
り
で
あ
る
こ
と
を
絶
賛
す
る
の
で
あ
る
。

「
去
年
、
家
厳
齡
六
十
な
り
。
予
詩
文
書
画
を
師
友
に
請
う
て
以
て
寿
を

為
す
。
成
齋
先
生
に
求
む
る
に
至
り
て
、
先
生
偶
〻
翁
を
称
し
て
曰
く
、

地
方
に
し
て
文
藝
に
達
す
る
者
は
、
筠
軒
一
人
あ
る
の
み
。
帰
郷
の
日
、

獲
る
所
を
膝
下
に
献
ず
。
家
厳
展
観
し
て
翁
の
筆
に
至
り
て
、
驚
歎
し
て
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曰
く
、
東
北
に
豈
に
詩
画
双
絶
此
の
如
き
人
あ
る
者
な
る
か
。
嗚
呼
、
以

て
翁
を
知
る
可
し
矣
。
明
治
癸
卯
三
月
中
幹
。
出
雲
瀧
川
資
言
仙
臺
の
僑

居
に
識
す
。」
③

筠
軒
は
父
瀧
川
杢
之
丞
の
還
暦
を
祝
っ
て
、
詩
文
書
画
を
知
友
に
求
め
、
恩

師
重
野
成
斎
の
筠
軒
の
学
を
讃
え
る
言
と
父
が
そ
の
詩
書
画
を
見
て
「
三
絶
」

と
し
た
逸
事
を
添
え
て
筆
を
擱
く
。

右
の
君
山
の
一
文
の
版
本
『
筠
軒
詩
鈔
』
の
位
置
は
そ
の
巻
八
、『
猗
猗
處

吟
稿
』
二
の
直
後
に
あ
る
の
で
、「
跋
文
」
と
見
做
し
う
る
が
、
内
容
と
い
い
、

題
と
い
い
、
巻
八
の
本
文
の
中
に
あ
る
筠
軒
の
連
作
「
題
自
畫
四
時
山
水
圖
」

連
作
三
十
首
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
六
言
絶
句
三
十
首
の
鑑
賞
は
、

別
席
の
話
柄
に
す
る
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
で
は
そ
の
冒
頭
に
冠
せ
ら
れ
た
筠
軒

の
詩
引
を
書
き
下
し
文
を
添
え
て
引
く
に
止
め
る
。
曰
く
、

詩
之
難
作
者
、
莫
如
六
言
。
蓋
増
減
一
字
、
而
適
五
適
七
者
、
非
六
言
也
。

必
如
王
網
川
花
落
家
童
未
掃
鳥
啼
山
客
猶
眠
而
後
妙
。
宜
乎
。
古
今
推
爲

第
一
也
。
余
不
自
揆
。
欲
嗣
遺
韻
於
千
載
。
試
賦
去
聲
三
十
韻
。
鵠
之
鶩
、

虎
之
狗
。
愈
知
其
難
而
自
見
其
陋
也
。
然
心
血
所
注
。
不
忍
覆
醅
。
録
以

仰
大
方
是
正
。

詩
の
作
り
難
き
者
は
、
六
言
に
如し

く
は
莫
し
。
蓋
し
一
字
を
増
減
す
れ
ば
、

而
ち
五
に
適
ひ
七
に
適
ふ
者
は
、
六
言
に
非
る
な
り
。
必
ず
王
網
川
の
花

落
つ
る
も
家
童
未
だ
掃
は
ず
。
鳥
啼
く
も
山
客
猶
ほ
眠
る
が
ご
と
く
に
し

て
而
ち
後
に
妙
な
ら
ん
。
宜む
べ

な
る
か
な
。
古
今
推
し
て
第
一
と
為
す
や
、

余
自
か
ら
揆は
か

ら
ず
。
遺
韻
を
千
載
に
嗣
が
ん
と
欲
す
。
試
み
に
去
声
三
十

韻
を
賦
さ
ん
と
欲
す
。
鵠
の
鶩
た
る
、
虎
の
狗
た
る
、
愈
〻
其
の
難
く
し

て
自
か
ら
其
の
陋
を
見
る
を
知
る
な
り
。
然
れ
ど
も
心
血
の
注
ぐ
所
、
覆

醅
た
る
に
忍
び
ず
。
録
し
て
以
て
大
方
の
是
正
を
仰
ぐ
。

注

（
１

）
福
島
理
子
氏
「
儒
者
の
怪
奇
趣
味
」（
和
漢
比
較
文
学
叢
書
『
江
戸
小
説
と
漢
文
学
』

汲
古
書
院
、
一
九
九
三
）。

（
２

）
広
瀬
旭
荘
「
和
島
子
玉
丑
時
咀
」（『
梅
墩
詩
鈔
』
初
編
巻
三
）
の
冒
頭
句
は
「
玉
樓

痩
、
銀
海
澀
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
北
宋
、
蘇
軾
「
雪
後
書
北
台
壁

第
二

首
」
と
題
す
る
詩
の
「
凍
逢
玉
樓
寒
起
粟
、
光
揺
銀
海
眩
生
花
」
か
ら
摂
取
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
詩
に
つ
い
て
は
、
宋
の
趙
令
畤
『
候
鯖
録
』
巻
一
に
「
人
不
知
其
使
事

也
。
後
移
汝
海
、
過
金
陵
。
見
王
荊
公
。
論
詩
及
此
云
、
道
家
以
て
両
肩
爲
玉
樓
、
以

目
爲
銀
海
。
是
使
此
否
。
坡
笑
之
。
退
謂
葉
致
遠
曰
、
學
荊
公
者
、
豈
有
此
博
學
哉
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
玉
楼
」
が
肩
、「
銀
海
」
が
瞳
を
指
す
。
た
だ
し
極
め
て
特
異
な

表
現
で
、
蘇
軾
以
前
に
は
用
例
は
な
く
、
以
後
は
す
べ
て
蘇
軾
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ

る
。
筠
軒
の
「
幽
霊
行
」
の
19
句
「
玉
楼
骨
立
ち
て
銀
海
眊
し
」
は
広
瀬
旭
荘
の
「
丑

時
咀
」
の
冒
頭
句
か
ら
摂
取
し
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
勿
論
、
蘇
軾
の
詩
語
で

あ
る
こ
と
を
筠
軒
は
知
っ
て
い
た
と
し
た
い
。

（
３

）
拙
稿
「
安
積
艮
斎
の
長
篇
古
詩
「
俠
客
行
」
に
つ
い
て
│
旅
の
副
産
物
│
」、『
国
文

学
研
究
』
第
百
九
十
二
集
（
二
〇
〇
〇
・
一
〇
）
所
掲
。

（
４

）
注（
３

）に
同
じ
。




